
　本連載では、SDGsを実践する企業の事例を紹介させていただいております。
　今回は、国内最大の養蜂家企業である株式会社杉養蜂園。蜜蜂の飼育から、蜂蜜製品の製造、流通販売まで、
全工程を自社で行う、6次産業化（※）のモデル企業としても有名です。
※6次産業化…1次産業の農林漁業、2次産業の製造業、3次産業の小売業等の総合的かつ一体的な推進を図ること（1＋2＋3＝6次産業）

シンワラボ 株式会社　代表取締役　加藤 シゲキ

SDGsから見える
10年後の会社の未来

第2回　株式会社 杉養蜂園
すぎ よう ほう えん

　
ま
た
全
国
の
観
光
地
に
あ
る
直
営
店
舗
は
、大
き

な
副
産
物
も
生
み
出
し
て
い
る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
訪

れ
た
外
国
人
旅
行
客
か
ら「
自
国
で
杉
養
蜂
園
の
店

を
出
し
た
い
」と
の
申
し
出
で
あ
る
。有
名
観
光
地

を
訪
れ
る
と
杉
養
蜂
園
の
店
舗
が
あ
り
、そ
の
信
頼

感
か
ら
、中
国
や
ア
ジ
ア
各
国
で
の
共
同
事
業
や
販

売
代
理
店
の
要
請
と
な
り
、海
外
部
門
の
売
上
げ
拡

大
へ
と
つ
な
が
る
。

　
相
対
性
理
論
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
は「
も
し

蜂
が
地
球
上
か
ら
い
な
く
な
る
と
、人
間
は
４
年
以

上
、生
き
ら
れ
な
い
」蜂
や
鳥
の
生
態
も
研
究
し
て
い

た
博
士
は
、蜂
が
食
物
を
作
る（
交
配
受
粉
）の
に
不

可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
残

し
た
。世
界
の
食
糧
の
９
割
を
ま
か
な
う
１
０
０
種

類
の
作
物
の
う
ち
、70
種
類
以
上
は
蜜
蜂
が
受
粉
を

大
手
生
保
か
ら
杉
養
蜂
園
へ
入
社
し
て
か
ら
の
足
跡

そ
の
も
の
で
あ
る
。

　「
杉
養
蜂
園
に
移
り
、最
初
に
任
さ
れ
た
仕
事
は
、

ヘ
チ
マ
糸
瓜
を
販
売
す
る
こ
と
だ
っ
た
」米
田
社
長
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、全
く
予
想
も
し
な
い
話
か
ら
始
ま
っ
た
。当

時
、会
社
に
は
糸
瓜
の
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て
い
た
。

減
反
政
策
か
ら
収
入
減
に
苦
し
む
農
家
の
助
け
に
な

れ
ば
と
買
い
取
っ
た
大
量
の
糸
瓜
の
実
。一
つ
で
も
多

く
の
糸
瓜
を
販
売
す
べ
く
、ま
さ
に
糸
瓜
を
担
ぎ
、全

国
を
行
商
に
走
り
回
る
日
々
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
当
時
は
、店
舗
や
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

も
無
く
、九
州
の
観
光
地
や
デ
パ
ー
ト
の
物
産
展
で
、

熊
本
県
の
名
産
品
と
し
て
蜂
蜜
を
販
売
す
る
会
社
。

大
手
流
通
企
業
か
ら
全
国
の
観
光
地
の
土
産
物
屋

ま
で
、米
田
社
長
は
、日
夜
、飛
び
込
み
営
業
を
続

け
、何
と
か
糸
瓜
を
売
り
切
る
。流
通
企
業
と
の
パ

イ
プ
が
出
来
る
と
、今
度
は
品
物
が
足
り
な
く
な

り
、糸
瓜
を
仕
入
れ
る
の
に
、中
国
の
産
地
を
飛
び
回

る
こ
と
に
な
る
程
の
営
業
成
果
。「
全
国
の
観
光
地

や
温
泉
を
回
る
な
か
、人
が
集
ま
る
場
所
に
蜂
蜜
を

販
売
す
る
店
舗
を
作
れ
ば
、安
定
し
て
売
れ
る
」米

田
社
長
の
糸
瓜
行
商
は
、現
在
の
杉
養
蜂
園
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
の
原
点
と
な
る
。

　
株
式
会
社
杉
養
蜂
園
は
、１
９
４
６
年
、創
業
者

（
現
顧
問
）杉
武
男
氏
が
熊
本
の
地
で
、３
箱
の
巣
箱

か
ら
創
業
。現
在
、国
内
店
舗
73
店
、テ
レ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
４
箇
所
。海
外
店
舗
は
、香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ
の
３
カ
国
で
展
開
。ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、２
０
１
９
年
、現
地
法
人
を
設

立
。地
元
養
蜂
家
と
の
共
同
養
蜂
事
業
を
行
い
、マ

ヌ
カ
ハ
ニ
ー
を
日
本
へ
輸
入
。そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
の
展
開
は
、米
田
弘
一
社
長
が
１
９
９
０
年
、

結
果
、良
質
な
蜂
蜜
を
求
め
、世
界
中
の
産
地
で
の

調
査
を
始
め
る
。

　「
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
、ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
も
強
く
感
じ
る
の
は
、都
市
の
す
ぐ
隣
に
自
然
豊

か
な
田
舎
を
残
し
て
い
る
こ
と
。新
鮮
な
食
材
を
直

ぐ
確
保
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
」米
田
社
長
は
、

日
本
を
含
め
、ア
ジ
ア
諸
国
が
、自
然
を
破
壊
し
て
大

都
市
化
す
る
弊
害
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　「
蜂
蜜
に
加
熱
や
混
ぜ
物
を
し
な
い
。純
粋
な
も

の
を
純
粋
な
ま
ま
に
」米
田
社
長
か
ら
何
度
も
繰
り

返
さ
れ
た
言
葉
。蜂
蜜
が
持
つ
天
然
の
酵
素
や
成
分

を
壊
さ
な
い
こ
と
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

　
製
造
部
門
は
、工
場
と
い
う
よ
り
、ま
る
で
研
究

施
設
の
よ
う
な
雰
囲
気
。蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
、

プ
ロ
ポ
リ
ス
等
の
蜂
産
品
に
加
え
、蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ

ル
ゼ
リ
ー
を
配
合
し
た
自
然
派
化
粧
品
を
生
産
す

る
。そ
の
健
康
面
で
の
効
能
は
、熊
本
大
学
医
学
部

と
の
共
同
研
究
や
海
外
の
論
文
か
ら
も
証
明
さ
れ

て
い
る
。

に
努
め
る
。同
時
に
年
間
約
２
０
０
本
の
植
林
活
動

も
続
け
る
が
、蜜
源
植
物
は
減
少
し
続
け
、蜜
蜂
の

飼
育
環
境
は
年
々
、悪
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ
る
、大
型
台
風
や

急
激
な
豪
雨
、農
薬
や
害
虫（
特
に
外
来
種
）、と
予

測
不
能
な
外
敵
か
ら
い
か
に
蜜
蜂
を
守
り
育
て
て
い

く
か
、生
き
物
を
扱
う
難
し
さ
は
よ
り
増
し
て
い
る
。

年
々
、猛
暑
日
が
多
く
な
り
、阿
蘇
の
高
地
へ
巣
箱
を

移
動
さ
せ
る
期
間
も
長
く
な
っ
た
。ま
た
夏
場
は
、熊

本
か
ら
秋
田
、北
海
道
へ
と
、蜜
源
植
物
の
開
花
に

合
わ
せ
、養
蜂
場
を
北
上
さ
せ
る
。こ
う
し
た
弛
ま

ぬ
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、蜜
源
の
花
が
全
く
咲
か
な

い
年
や
蜜
蜂
の
飼
育
が
不
調
な
年
を
何
度
も
経
験
。

媒
介（
２
０
１
１
年
国
連
環
境
計
画
報
告
書
）。

　
そ
ん
な
蜜
蜂
の
飼
育
を
自
前
で
行
う
杉
養
蜂
園
で

は「
蜜
蜂
が
健
康
的
に
生
き
ら
れ
る
自
然
環
境
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
生
命
線
」と
米
田
社
長
は
言
い

切
る
。「
健
や
か
農
蜂
業 

大
自
然
の
中
で
は
、養
蜂
業

も
農
業
も
ひ
と
つ
」と
し
て
、創
業
以
来
、引
き
継
が

れ
る
独
自
の
生
産
哲
学
。長
年
に
渡
り
、蜜
源
と
な

る
レ
ン
ゲ
の
種
を
米
作
農
家
へ
配
布
し
、環
境
保
全

牽
引
す
る「
経
済
産
業
省 

地
域
未
来
牽
引
企
業
」と

し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
。

（
※
１
）認
証
の
例
…
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証 

紙
や
木
材
商
品
の
原
料
が
、持

続
可
能
性
に
配
慮
さ
れ
た
森
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
資
源

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。Forest Stew

ardship C
ouncil

森
林
管
理
協
議
会
の
略
称

　「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅ
ｉｎｇ
」は
、２
０
１
５
年
、国
連

で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
た
際
、明
記
さ
れ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
。心
と
体
、そ
し
て
社
会
的
に
も
健
康
な
状
態

を
表
す
、幸
福
感
を
象
徴
す
る
言
葉
。英
語
で
蜜
蜂
は

Ｂｅｅ
。杉
養
蜂
園
で
は
、蜜
蜂
と
人
間
が
共
に
健
や
か

に
生
き
る
状
態
を「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅｅ
ｉｎｇ
」と
表
し

「
健
や
か
農
蜂
業
」の
サ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
社
員
の
健
康
増
進
に
会
社
が
投
資
す
る
、健

康
経
営（
※
２
）を
推
進
。歩
数
ア
プ
リ
を
使
っ
た
運
動

習
慣
作
り
や
健
康
的
な
レ
シ
ピ
紹
介
の
食
育
活
動

等
。そ
う
し
た
様
々
な
活
動
は
、定
期
検
診
の
結
果
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。全
国
の

ト
ッ
プ
５
０
０
社
、２
０
２
１
年
健
康
経
営
優
良
法
人

認
定「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
企
業
」と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

　
昨
今
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
社
会
で
浸
透
す
る
に
つ
れ
、容

器
や
梱
包
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
の
素
材
に
も
、

様
々
な
認
証（
※
１
）や
規
制
が
求
め
ら
れ
て
来
た
。長

年
の
海
外
展
開
か
ら
、紙
袋
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
塗
料
で

も
規
制
対
象
と
な
る
等
、よ
り
厳
し
い
国
際
基
準
に

揉
ま
れ
て
き
た
経
験
が
活
き
る
状
況
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
、杉
養
蜂
園
は
６
次
産
業
化
か
ら
高
い

付
加
価
値
を
創
出
し
、地
域
の
経
済
成
長
を
力
強
く

（
※
２
）健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
…
日
本
健
康
会
議
に
よ
る
、

健
康
経
営
の
活
動
が
優
良
な
企
業
を
認
定
す
る
制
度
。

大
規
模
法
人
部
門
と
中
小
法
人
部
門
に
分
か
れ
る
。

　
杉
養
蜂
園
で
は
、社
員
４
６
０
名
の
う
ち
女
性
は

３
９
２
名
、全
体
の
85
％
を
占
め
る
。女
性
管
理
職

も
多
く
17
名
、全
社
の
管
理
職
の
49
％
と
な
っ
て
い

る
。「
女
性
を
中
心
に
採
用
し
て
き
た
つ
も
り
は
全

く
な
く
、自
然
と
そ
う
な
っ
た
。そ
も
そ
も
蜜
蜂
の
世

界
は
、女
王
蜂
を
筆
頭
に
、働
き
バ
チ
で
あ
る
雌
蜂
が

９
割
。雄
蜂
は
１
割
だ
か
ら
」と
米
田
社
長
は
笑
う
。

　
健
康
や
美
容
に
関
わ
る
商
品
を
扱
う
た
め
、働
き

な
が
ら
知
識
を
得
ら
れ
る
と
応
募
す
る
女
性
も
多

い
。実
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
専
門
知
識
が
顧
客

サ
ー
ビ
ス
の
土
台
と
な
る
。夫
の
転
勤
で
、他
県
へ
異

動
を
希
望
す
る
女
性
社
員
も
。全
国
に
拠
点
を
持
つ

体
制
が
、長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
会
社
と
し
て
、社

員
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
ま
た
杉
養
蜂
園
で
は
、各
部
門
の
若
手
社
員
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
」が
開
催
さ
れ
、様
々

な
活
動
を
行
う
。本
社
・
工
場
が
あ
る
熊
本
フ
ー
ド

会
社
概
要

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
内
容
に
つ
い
て

養
蜂
事
業
へ
の
こ
だ
わ
り

「
健
や
か
農
蜂
業
」

パ
ル
の
月
一
回
の
清
掃
活
動
や
一
昨
年
発
生
し
た
人

吉
豪
雨
災
害
で
の
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ（
※
３
）や
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業（
※
４
）等
。

委
員
会
で
は
、社
内
向
け
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
啓
蒙
用
の
動
画・

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
。今
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
社
外
へ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

活
動
ニュ
ー
ス
も
発
信
し
て
い
る
。

（
※
３
）フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
…
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄

り
、地
域
の
福
祉
団
体
や
集
ま
っ
た
食
べ
物
の
配
布
を
行

う
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
寄
付
す
る
活
動
。

（
※
４
）出
前
授
業
…
企
業
社
員
や
専
門
的
知
識
を
持
つ
社
会
人

が
、教
育
現
場
で
子
供
た
ち
に
授
業
を
行
う
。

　
２
０
１
９
年
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
協
力
の

下
、現
地
法
人
を
設
立
。養
蜂
技
術
の
共
同
研
究
を

行
い
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
の
採
取
を
行
う
。マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

の
取
り
扱
い
を
始
め
た
の
は
、日
本
で
の
大
ブ
ー
ム
よ

り
随
分
前
か
ら
。当
時
、現
地
か
ら
直
接
仕
入
れ
た

マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
、５
年
以
上
も
全
く
売
れ
な
か
っ
た
。

品
質
の
高
さ
に
惚
れ
込
み
、現
地
養
蜂
家
と
の
技
術

研
究
を
続
け
、ブ
ー
ム
到
来
時
に
は「
マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

と
言
え
ば
杉
養
蜂
園
」そ
の
代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と

蜜蜂による花粉交配 いちごの花 米田社長

事
業
が
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
し
、働
く
人
の
生
活

水
準
の
向
上
へ
貢
献
す
る
こ
と
は
確
信
し
て
い
る
。

　
約
一
年
間
、現
地
で
の
自
然
環
境
や
蜜
源
植
物
の

調
査
を
行
い
、養
蜂
事
業
化
が
可
能
か
ど
う
か
見
極

め
ね
ば
な
ら
な
い
。「
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、若
い
世

代
に
託
し
て
み
た
い
」米
田
社
長
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
を

見
据
え
て
い
る
。

（
※
５
）
　
ジ
ャ
イ
カ
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
…
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構 

Ｏ
Ｄ
Ａ
支

援
や
海
外
協
力
隊
で
知
ら
れ
る
。開
発
途
上
国
へ
の
国
内

企
業
に
よ
る
技
術
供
与
や
海
外
進
出
等
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
を
積
極
的
に
行
う
。特
に
事
前
調
査
費
用
に
つ

い
て
は
、様
々
な
制
度
を
設
置
。

（
※
６
）バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
…
南
太
平
洋
に
位
置
す
る
国
で
１
３
０
０

㎞
に
わ
た
っ
て
連
な
る
約
80
島
の
島
々
で
構
成
さ
れ
る
島
嶼

国
。人
口
約
30
万
人
。産
業
は
農
業
と
観
光
業
と
乏
し
い
。

な
る
。今
で
は
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
国
を
代
表
す
る
輸

出
産
品
と
し
て
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
そ
の
品

質
を
保
証
し
、認
証
を
与
え
て
い
る
。

　
そ
の
ル
ー
ツ
は
、先
住
民
が
薬
と
し
て
重
用
。

代
々
、養
蜂
技
術
は
受
け
継
が
れ
、現
代
に
至
る
。

　
こ
う
し
た
伝
統
的
な
養
蜂
技
術
に
お
け
る
国
際

協
力
が
、地
元
の
雇
用
創
出
や
技
術
発
展
へ
大
き
く

貢
献
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　「
２
０
２
１
年
度 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
※
５
）中
小
企
業
・

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」に「
バ
ヌ
ア
ツ
共
和

国（
※
６
）で
の
、株
式
会
社
杉
養
蜂
園
に
よ
る
養
蜂

事
業
」が
選
出
。案
件
名
は「
生
物
多
様
性
保
全
と

女
性
の
社
会
参
加
に
貢
献
す
る
養
蜂
ビ
ジ
ネ
ス
の
た

め
の
案
件
調
査
」10
倍
を
優
に
超
え
る
応
募
総
数
の

な
か
、高
評
価
で
の
採
択
と
な
っ
た
。

　
そ
の
き
っ
か
け
は
、バ
ヌ
ア
ツ
で
観
光
業
を
営
む
日

本
人
か
ら
の
一
通
の
手
紙
。「
観
光
以
外
、産
業
に
乏

し
い
バ
ヌ
ア
ツ
。養
蜂
事
業
を
是
非
、行
い
た
い
の
で

協
力
し
て
欲
し
い
」仕
事
が
な
く
、収
入
が
乏
し
い

現
地
の
女
性
が
自
立
で
き
る
仕
事
と
し
て
、養
蜂
事

業
を
思
い
つ
い
た
日
本
人
か
ら
の
日
本
最
大
の
養
蜂

家
へ
の
熱
烈
な
ラ
ブ
レ
タ
ー
。そ
の
手
紙
を
契
機
に
、

バ
ヌ
ア
ツ
で
の
養
蜂
事
業
化
調
査
が
動
き
出
す
。

　
ま
ず
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ「
中
小
企
業
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
事
業
の
案
件
化
調
査（
中
小
企
業
支
援

型
）」へ
応
募
。事
業
化
調
査
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
。ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
養
蜂

事
業
を
手
掛
け
て
い
る
経
験
か
ら
、現
地
で
の
養
蜂
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　本連載では、SDGsを実践する企業の事例を紹介させていただいております。
　今回は、国内最大の養蜂家企業である株式会社杉養蜂園。蜜蜂の飼育から、蜂蜜製品の製造、流通販売まで、
全工程を自社で行う、6次産業化（※）のモデル企業としても有名です。
※6次産業化…1次産業の農林漁業、2次産業の製造業、3次産業の小売業等の総合的かつ一体的な推進を図ること（1＋2＋3＝6次産業）

シンワラボ 株式会社　代表取締役　加藤 シゲキ

SDGsから見える
10年後の会社の未来

第2回　株式会社 杉養蜂園
すぎ よう ほう えん

　
ま
た
全
国
の
観
光
地
に
あ
る
直
営
店
舗
は
、大
き

な
副
産
物
も
生
み
出
し
て
い
る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
訪

れ
た
外
国
人
旅
行
客
か
ら「
自
国
で
杉
養
蜂
園
の
店

を
出
し
た
い
」と
の
申
し
出
で
あ
る
。有
名
観
光
地

を
訪
れ
る
と
杉
養
蜂
園
の
店
舗
が
あ
り
、そ
の
信
頼

感
か
ら
、中
国
や
ア
ジ
ア
各
国
で
の
共
同
事
業
や
販

売
代
理
店
の
要
請
と
な
り
、海
外
部
門
の
売
上
げ
拡

大
へ
と
つ
な
が
る
。

　
相
対
性
理
論
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
は「
も
し

蜂
が
地
球
上
か
ら
い
な
く
な
る
と
、人
間
は
４
年
以

上
、生
き
ら
れ
な
い
」蜂
や
鳥
の
生
態
も
研
究
し
て
い

た
博
士
は
、蜂
が
食
物
を
作
る（
交
配
受
粉
）の
に
不

可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
残

し
た
。世
界
の
食
糧
の
９
割
を
ま
か
な
う
１
０
０
種

類
の
作
物
の
う
ち
、70
種
類
以
上
は
蜜
蜂
が
受
粉
を

大
手
生
保
か
ら
杉
養
蜂
園
へ
入
社
し
て
か
ら
の
足
跡

そ
の
も
の
で
あ
る
。

　「
杉
養
蜂
園
に
移
り
、最
初
に
任
さ
れ
た
仕
事
は
、

ヘ
チ
マ
糸
瓜
を
販
売
す
る
こ
と
だ
っ
た
」米
田
社
長
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、全
く
予
想
も
し
な
い
話
か
ら
始
ま
っ
た
。当

時
、会
社
に
は
糸
瓜
の
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て
い
た
。

減
反
政
策
か
ら
収
入
減
に
苦
し
む
農
家
の
助
け
に
な

れ
ば
と
買
い
取
っ
た
大
量
の
糸
瓜
の
実
。一
つ
で
も
多

く
の
糸
瓜
を
販
売
す
べ
く
、ま
さ
に
糸
瓜
を
担
ぎ
、全

国
を
行
商
に
走
り
回
る
日
々
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
当
時
は
、店
舗
や
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

も
無
く
、九
州
の
観
光
地
や
デ
パ
ー
ト
の
物
産
展
で
、

熊
本
県
の
名
産
品
と
し
て
蜂
蜜
を
販
売
す
る
会
社
。

大
手
流
通
企
業
か
ら
全
国
の
観
光
地
の
土
産
物
屋

ま
で
、米
田
社
長
は
、日
夜
、飛
び
込
み
営
業
を
続

け
、何
と
か
糸
瓜
を
売
り
切
る
。流
通
企
業
と
の
パ

イ
プ
が
出
来
る
と
、今
度
は
品
物
が
足
り
な
く
な

り
、糸
瓜
を
仕
入
れ
る
の
に
、中
国
の
産
地
を
飛
び
回

る
こ
と
に
な
る
程
の
営
業
成
果
。「
全
国
の
観
光
地

や
温
泉
を
回
る
な
か
、人
が
集
ま
る
場
所
に
蜂
蜜
を

販
売
す
る
店
舗
を
作
れ
ば
、安
定
し
て
売
れ
る
」米

田
社
長
の
糸
瓜
行
商
は
、現
在
の
杉
養
蜂
園
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
の
原
点
と
な
る
。

　
株
式
会
社
杉
養
蜂
園
は
、１
９
４
６
年
、創
業
者

（
現
顧
問
）杉
武
男
氏
が
熊
本
の
地
で
、３
箱
の
巣
箱

か
ら
創
業
。現
在
、国
内
店
舗
73
店
、テ
レ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
４
箇
所
。海
外
店
舗
は
、香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ
の
３
カ
国
で
展
開
。ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、２
０
１
９
年
、現
地
法
人
を
設

立
。地
元
養
蜂
家
と
の
共
同
養
蜂
事
業
を
行
い
、マ

ヌ
カ
ハ
ニ
ー
を
日
本
へ
輸
入
。そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
の
展
開
は
、米
田
弘
一
社
長
が
１
９
９
０
年
、

結
果
、良
質
な
蜂
蜜
を
求
め
、世
界
中
の
産
地
で
の

調
査
を
始
め
る
。

　「
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
、ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
も
強
く
感
じ
る
の
は
、都
市
の
す
ぐ
隣
に
自
然
豊

か
な
田
舎
を
残
し
て
い
る
こ
と
。新
鮮
な
食
材
を
直

ぐ
確
保
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
」米
田
社
長
は
、

日
本
を
含
め
、ア
ジ
ア
諸
国
が
、自
然
を
破
壊
し
て
大

都
市
化
す
る
弊
害
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　「
蜂
蜜
に
加
熱
や
混
ぜ
物
を
し
な
い
。純
粋
な
も

の
を
純
粋
な
ま
ま
に
」米
田
社
長
か
ら
何
度
も
繰
り

返
さ
れ
た
言
葉
。蜂
蜜
が
持
つ
天
然
の
酵
素
や
成
分

を
壊
さ
な
い
こ
と
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

　
製
造
部
門
は
、工
場
と
い
う
よ
り
、ま
る
で
研
究

施
設
の
よ
う
な
雰
囲
気
。蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
、

プ
ロ
ポ
リ
ス
等
の
蜂
産
品
に
加
え
、蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ

ル
ゼ
リ
ー
を
配
合
し
た
自
然
派
化
粧
品
を
生
産
す

る
。そ
の
健
康
面
で
の
効
能
は
、熊
本
大
学
医
学
部

と
の
共
同
研
究
や
海
外
の
論
文
か
ら
も
証
明
さ
れ

て
い
る
。

に
努
め
る
。同
時
に
年
間
約
２
０
０
本
の
植
林
活
動

も
続
け
る
が
、蜜
源
植
物
は
減
少
し
続
け
、蜜
蜂
の

飼
育
環
境
は
年
々
、悪
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ
る
、大
型
台
風
や

急
激
な
豪
雨
、農
薬
や
害
虫（
特
に
外
来
種
）、と
予

測
不
能
な
外
敵
か
ら
い
か
に
蜜
蜂
を
守
り
育
て
て
い

く
か
、生
き
物
を
扱
う
難
し
さ
は
よ
り
増
し
て
い
る
。

年
々
、猛
暑
日
が
多
く
な
り
、阿
蘇
の
高
地
へ
巣
箱
を

移
動
さ
せ
る
期
間
も
長
く
な
っ
た
。ま
た
夏
場
は
、熊

本
か
ら
秋
田
、北
海
道
へ
と
、蜜
源
植
物
の
開
花
に

合
わ
せ
、養
蜂
場
を
北
上
さ
せ
る
。こ
う
し
た
弛
ま

ぬ
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、蜜
源
の
花
が
全
く
咲
か
な

い
年
や
蜜
蜂
の
飼
育
が
不
調
な
年
を
何
度
も
経
験
。

媒
介（
２
０
１
１
年
国
連
環
境
計
画
報
告
書
）。

　
そ
ん
な
蜜
蜂
の
飼
育
を
自
前
で
行
う
杉
養
蜂
園
で

は「
蜜
蜂
が
健
康
的
に
生
き
ら
れ
る
自
然
環
境
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
生
命
線
」と
米
田
社
長
は
言
い

切
る
。「
健
や
か
農
蜂
業 

大
自
然
の
中
で
は
、養
蜂
業

も
農
業
も
ひ
と
つ
」と
し
て
、創
業
以
来
、引
き
継
が

れ
る
独
自
の
生
産
哲
学
。長
年
に
渡
り
、蜜
源
と
な

る
レ
ン
ゲ
の
種
を
米
作
農
家
へ
配
布
し
、環
境
保
全

牽
引
す
る「
経
済
産
業
省 

地
域
未
来
牽
引
企
業
」と

し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
。

（
※
１
）認
証
の
例
…
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証 

紙
や
木
材
商
品
の
原
料
が
、持

続
可
能
性
に
配
慮
さ
れ
た
森
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
資
源

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。Forest Stew

ardship C
ouncil

森
林
管
理
協
議
会
の
略
称

　「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅ
ｉｎｇ
」は
、２
０
１
５
年
、国
連

で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
た
際
、明
記
さ
れ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
。心
と
体
、そ
し
て
社
会
的
に
も
健
康
な
状
態

を
表
す
、幸
福
感
を
象
徴
す
る
言
葉
。英
語
で
蜜
蜂
は

Ｂｅｅ
。杉
養
蜂
園
で
は
、蜜
蜂
と
人
間
が
共
に
健
や
か

に
生
き
る
状
態
を「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅｅ
ｉｎｇ
」と
表
し

「
健
や
か
農
蜂
業
」の
サ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
社
員
の
健
康
増
進
に
会
社
が
投
資
す
る
、健

康
経
営（
※
２
）を
推
進
。歩
数
ア
プ
リ
を
使
っ
た
運
動

習
慣
作
り
や
健
康
的
な
レ
シ
ピ
紹
介
の
食
育
活
動

等
。そ
う
し
た
様
々
な
活
動
は
、定
期
検
診
の
結
果
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。全
国
の

ト
ッ
プ
５
０
０
社
、２
０
２
１
年
健
康
経
営
優
良
法
人

認
定「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
企
業
」と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

　
昨
今
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
社
会
で
浸
透
す
る
に
つ
れ
、容

器
や
梱
包
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
の
素
材
に
も
、

様
々
な
認
証（
※
１
）や
規
制
が
求
め
ら
れ
て
来
た
。長

年
の
海
外
展
開
か
ら
、紙
袋
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
塗
料
で

も
規
制
対
象
と
な
る
等
、よ
り
厳
し
い
国
際
基
準
に

揉
ま
れ
て
き
た
経
験
が
活
き
る
状
況
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
、杉
養
蜂
園
は
６
次
産
業
化
か
ら
高
い

付
加
価
値
を
創
出
し
、地
域
の
経
済
成
長
を
力
強
く

（
※
２
）健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
…
日
本
健
康
会
議
に
よ
る
、

健
康
経
営
の
活
動
が
優
良
な
企
業
を
認
定
す
る
制
度
。

大
規
模
法
人
部
門
と
中
小
法
人
部
門
に
分
か
れ
る
。

　
杉
養
蜂
園
で
は
、社
員
４
６
０
名
の
う
ち
女
性
は

３
９
２
名
、全
体
の
85
％
を
占
め
る
。女
性
管
理
職

も
多
く
17
名
、全
社
の
管
理
職
の
49
％
と
な
っ
て
い

る
。「
女
性
を
中
心
に
採
用
し
て
き
た
つ
も
り
は
全

く
な
く
、自
然
と
そ
う
な
っ
た
。そ
も
そ
も
蜜
蜂
の
世

界
は
、女
王
蜂
を
筆
頭
に
、働
き
バ
チ
で
あ
る
雌
蜂
が

９
割
。雄
蜂
は
１
割
だ
か
ら
」と
米
田
社
長
は
笑
う
。

　
健
康
や
美
容
に
関
わ
る
商
品
を
扱
う
た
め
、働
き

な
が
ら
知
識
を
得
ら
れ
る
と
応
募
す
る
女
性
も
多

い
。実
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
専
門
知
識
が
顧
客

サ
ー
ビ
ス
の
土
台
と
な
る
。夫
の
転
勤
で
、他
県
へ
異

動
を
希
望
す
る
女
性
社
員
も
。全
国
に
拠
点
を
持
つ

体
制
が
、長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
会
社
と
し
て
、社

員
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
ま
た
杉
養
蜂
園
で
は
、各
部
門
の
若
手
社
員
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
」が
開
催
さ
れ
、様
々

な
活
動
を
行
う
。本
社
・
工
場
が
あ
る
熊
本
フ
ー
ド

会
社
概
要

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
内
容
に
つ
い
て

養
蜂
事
業
へ
の
こ
だ
わ
り

「
健
や
か
農
蜂
業
」

パ
ル
の
月
一
回
の
清
掃
活
動
や
一
昨
年
発
生
し
た
人

吉
豪
雨
災
害
で
の
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ（
※
３
）や
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業（
※
４
）等
。

委
員
会
で
は
、社
内
向
け
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
啓
蒙
用
の
動
画・

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
。今
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
社
外
へ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

活
動
ニュ
ー
ス
も
発
信
し
て
い
る
。

（
※
３
）フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
…
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄

り
、地
域
の
福
祉
団
体
や
集
ま
っ
た
食
べ
物
の
配
布
を
行

う
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
寄
付
す
る
活
動
。

（
※
４
）出
前
授
業
…
企
業
社
員
や
専
門
的
知
識
を
持
つ
社
会
人

が
、教
育
現
場
で
子
供
た
ち
に
授
業
を
行
う
。

　
２
０
１
９
年
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
協
力
の

下
、現
地
法
人
を
設
立
。養
蜂
技
術
の
共
同
研
究
を

行
い
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
の
採
取
を
行
う
。マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

の
取
り
扱
い
を
始
め
た
の
は
、日
本
で
の
大
ブ
ー
ム
よ

り
随
分
前
か
ら
。当
時
、現
地
か
ら
直
接
仕
入
れ
た

マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
、５
年
以
上
も
全
く
売
れ
な
か
っ
た
。

品
質
の
高
さ
に
惚
れ
込
み
、現
地
養
蜂
家
と
の
技
術

研
究
を
続
け
、ブ
ー
ム
到
来
時
に
は「
マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

と
言
え
ば
杉
養
蜂
園
」そ
の
代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と

蜜蜂による花粉交配 いちごの花 米田社長

事
業
が
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
し
、働
く
人
の
生
活

水
準
の
向
上
へ
貢
献
す
る
こ
と
は
確
信
し
て
い
る
。

　
約
一
年
間
、現
地
で
の
自
然
環
境
や
蜜
源
植
物
の

調
査
を
行
い
、養
蜂
事
業
化
が
可
能
か
ど
う
か
見
極

め
ね
ば
な
ら
な
い
。「
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、若
い
世

代
に
託
し
て
み
た
い
」米
田
社
長
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
を

見
据
え
て
い
る
。

（
※
５
）
　
ジ
ャ
イ
カ
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
…
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構 

Ｏ
Ｄ
Ａ
支

援
や
海
外
協
力
隊
で
知
ら
れ
る
。開
発
途
上
国
へ
の
国
内

企
業
に
よ
る
技
術
供
与
や
海
外
進
出
等
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
を
積
極
的
に
行
う
。特
に
事
前
調
査
費
用
に
つ

い
て
は
、様
々
な
制
度
を
設
置
。

（
※
６
）バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
…
南
太
平
洋
に
位
置
す
る
国
で
１
３
０
０

㎞
に
わ
た
っ
て
連
な
る
約
80
島
の
島
々
で
構
成
さ
れ
る
島
嶼

国
。人
口
約
30
万
人
。産
業
は
農
業
と
観
光
業
と
乏
し
い
。

な
る
。今
で
は
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
国
を
代
表
す
る
輸

出
産
品
と
し
て
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
そ
の
品

質
を
保
証
し
、認
証
を
与
え
て
い
る
。

　
そ
の
ル
ー
ツ
は
、先
住
民
が
薬
と
し
て
重
用
。

代
々
、養
蜂
技
術
は
受
け
継
が
れ
、現
代
に
至
る
。

　
こ
う
し
た
伝
統
的
な
養
蜂
技
術
に
お
け
る
国
際

協
力
が
、地
元
の
雇
用
創
出
や
技
術
発
展
へ
大
き
く

貢
献
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　「
２
０
２
１
年
度 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
※
５
）中
小
企
業
・

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」に「
バ
ヌ
ア
ツ
共
和

国（
※
６
）で
の
、株
式
会
社
杉
養
蜂
園
に
よ
る
養
蜂

事
業
」が
選
出
。案
件
名
は「
生
物
多
様
性
保
全
と

女
性
の
社
会
参
加
に
貢
献
す
る
養
蜂
ビ
ジ
ネ
ス
の
た

め
の
案
件
調
査
」10
倍
を
優
に
超
え
る
応
募
総
数
の

な
か
、高
評
価
で
の
採
択
と
な
っ
た
。

　
そ
の
き
っ
か
け
は
、バ
ヌ
ア
ツ
で
観
光
業
を
営
む
日

本
人
か
ら
の
一
通
の
手
紙
。「
観
光
以
外
、産
業
に
乏

し
い
バ
ヌ
ア
ツ
。養
蜂
事
業
を
是
非
、行
い
た
い
の
で

協
力
し
て
欲
し
い
」仕
事
が
な
く
、収
入
が
乏
し
い

現
地
の
女
性
が
自
立
で
き
る
仕
事
と
し
て
、養
蜂
事

業
を
思
い
つ
い
た
日
本
人
か
ら
の
日
本
最
大
の
養
蜂

家
へ
の
熱
烈
な
ラ
ブ
レ
タ
ー
。そ
の
手
紙
を
契
機
に
、

バ
ヌ
ア
ツ
で
の
養
蜂
事
業
化
調
査
が
動
き
出
す
。

　
ま
ず
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ「
中
小
企
業
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
事
業
の
案
件
化
調
査（
中
小
企
業
支
援

型
）」へ
応
募
。事
業
化
調
査
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
。ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
養
蜂

事
業
を
手
掛
け
て
い
る
経
験
か
ら
、現
地
で
の
養
蜂
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ま
た
全
国
の
観
光
地
に
あ
る
直
営
店
舗
は
、大
き

な
副
産
物
も
生
み
出
し
て
い
る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
訪

れ
た
外
国
人
旅
行
客
か
ら「
自
国
で
杉
養
蜂
園
の
店

を
出
し
た
い
」と
の
申
し
出
で
あ
る
。有
名
観
光
地

を
訪
れ
る
と
杉
養
蜂
園
の
店
舗
が
あ
り
、そ
の
信
頼

感
か
ら
、中
国
や
ア
ジ
ア
各
国
で
の
共
同
事
業
や
販

売
代
理
店
の
要
請
と
な
り
、海
外
部
門
の
売
上
げ
拡

大
へ
と
つ
な
が
る
。

　
相
対
性
理
論
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
は「
も
し

蜂
が
地
球
上
か
ら
い
な
く
な
る
と
、人
間
は
４
年
以

上
、生
き
ら
れ
な
い
」蜂
や
鳥
の
生
態
も
研
究
し
て
い

た
博
士
は
、蜂
が
食
物
を
作
る（
交
配
受
粉
）の
に
不

可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
残

し
た
。世
界
の
食
糧
の
９
割
を
ま
か
な
う
１
０
０
種

類
の
作
物
の
う
ち
、70
種
類
以
上
は
蜜
蜂
が
受
粉
を

大
手
生
保
か
ら
杉
養
蜂
園
へ
入
社
し
て
か
ら
の
足
跡

そ
の
も
の
で
あ
る
。

　「
杉
養
蜂
園
に
移
り
、最
初
に
任
さ
れ
た
仕
事
は
、

ヘ
チ
マ
糸
瓜
を
販
売
す
る
こ
と
だ
っ
た
」米
田
社
長
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、全
く
予
想
も
し
な
い
話
か
ら
始
ま
っ
た
。当

時
、会
社
に
は
糸
瓜
の
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て
い
た
。

減
反
政
策
か
ら
収
入
減
に
苦
し
む
農
家
の
助
け
に
な

れ
ば
と
買
い
取
っ
た
大
量
の
糸
瓜
の
実
。一
つ
で
も
多

く
の
糸
瓜
を
販
売
す
べ
く
、ま
さ
に
糸
瓜
を
担
ぎ
、全

国
を
行
商
に
走
り
回
る
日
々
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
当
時
は
、店
舗
や
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

も
無
く
、九
州
の
観
光
地
や
デ
パ
ー
ト
の
物
産
展
で
、

熊
本
県
の
名
産
品
と
し
て
蜂
蜜
を
販
売
す
る
会
社
。

大
手
流
通
企
業
か
ら
全
国
の
観
光
地
の
土
産
物
屋

ま
で
、米
田
社
長
は
、日
夜
、飛
び
込
み
営
業
を
続

け
、何
と
か
糸
瓜
を
売
り
切
る
。流
通
企
業
と
の
パ

イ
プ
が
出
来
る
と
、今
度
は
品
物
が
足
り
な
く
な

り
、糸
瓜
を
仕
入
れ
る
の
に
、中
国
の
産
地
を
飛
び
回

る
こ
と
に
な
る
程
の
営
業
成
果
。「
全
国
の
観
光
地

や
温
泉
を
回
る
な
か
、人
が
集
ま
る
場
所
に
蜂
蜜
を

販
売
す
る
店
舗
を
作
れ
ば
、安
定
し
て
売
れ
る
」米

田
社
長
の
糸
瓜
行
商
は
、現
在
の
杉
養
蜂
園
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
の
原
点
と
な
る
。

　
株
式
会
社
杉
養
蜂
園
は
、１
９
４
６
年
、創
業
者

（
現
顧
問
）杉
武
男
氏
が
熊
本
の
地
で
、３
箱
の
巣
箱

か
ら
創
業
。現
在
、国
内
店
舗
73
店
、テ
レ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
４
箇
所
。海
外
店
舗
は
、香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ
の
３
カ
国
で
展
開
。ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、２
０
１
９
年
、現
地
法
人
を
設

立
。地
元
養
蜂
家
と
の
共
同
養
蜂
事
業
を
行
い
、マ

ヌ
カ
ハ
ニ
ー
を
日
本
へ
輸
入
。そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
の
展
開
は
、米
田
弘
一
社
長
が
１
９
９
０
年
、

結
果
、良
質
な
蜂
蜜
を
求
め
、世
界
中
の
産
地
で
の

調
査
を
始
め
る
。

　「
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
、ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
も
強
く
感
じ
る
の
は
、都
市
の
す
ぐ
隣
に
自
然
豊

か
な
田
舎
を
残
し
て
い
る
こ
と
。新
鮮
な
食
材
を
直

ぐ
確
保
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
」米
田
社
長
は
、

日
本
を
含
め
、ア
ジ
ア
諸
国
が
、自
然
を
破
壊
し
て
大

都
市
化
す
る
弊
害
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　「
蜂
蜜
に
加
熱
や
混
ぜ
物
を
し
な
い
。純
粋
な
も

の
を
純
粋
な
ま
ま
に
」米
田
社
長
か
ら
何
度
も
繰
り

返
さ
れ
た
言
葉
。蜂
蜜
が
持
つ
天
然
の
酵
素
や
成
分

を
壊
さ
な
い
こ
と
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

　
製
造
部
門
は
、工
場
と
い
う
よ
り
、ま
る
で
研
究

施
設
の
よ
う
な
雰
囲
気
。蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
、

プ
ロ
ポ
リ
ス
等
の
蜂
産
品
に
加
え
、蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ

ル
ゼ
リ
ー
を
配
合
し
た
自
然
派
化
粧
品
を
生
産
す

る
。そ
の
健
康
面
で
の
効
能
は
、熊
本
大
学
医
学
部

と
の
共
同
研
究
や
海
外
の
論
文
か
ら
も
証
明
さ
れ

て
い
る
。

に
努
め
る
。同
時
に
年
間
約
２
０
０
本
の
植
林
活
動

も
続
け
る
が
、蜜
源
植
物
は
減
少
し
続
け
、蜜
蜂
の

飼
育
環
境
は
年
々
、悪
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ
る
、大
型
台
風
や

急
激
な
豪
雨
、農
薬
や
害
虫（
特
に
外
来
種
）、と
予

測
不
能
な
外
敵
か
ら
い
か
に
蜜
蜂
を
守
り
育
て
て
い

く
か
、生
き
物
を
扱
う
難
し
さ
は
よ
り
増
し
て
い
る
。

年
々
、猛
暑
日
が
多
く
な
り
、阿
蘇
の
高
地
へ
巣
箱
を

移
動
さ
せ
る
期
間
も
長
く
な
っ
た
。ま
た
夏
場
は
、熊

本
か
ら
秋
田
、北
海
道
へ
と
、蜜
源
植
物
の
開
花
に

合
わ
せ
、養
蜂
場
を
北
上
さ
せ
る
。こ
う
し
た
弛
ま

ぬ
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、蜜
源
の
花
が
全
く
咲
か
な

い
年
や
蜜
蜂
の
飼
育
が
不
調
な
年
を
何
度
も
経
験
。

媒
介（
２
０
１
１
年
国
連
環
境
計
画
報
告
書
）。

　
そ
ん
な
蜜
蜂
の
飼
育
を
自
前
で
行
う
杉
養
蜂
園
で

は「
蜜
蜂
が
健
康
的
に
生
き
ら
れ
る
自
然
環
境
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
生
命
線
」と
米
田
社
長
は
言
い

切
る
。「
健
や
か
農
蜂
業 

大
自
然
の
中
で
は
、養
蜂
業

も
農
業
も
ひ
と
つ
」と
し
て
、創
業
以
来
、引
き
継
が

れ
る
独
自
の
生
産
哲
学
。長
年
に
渡
り
、蜜
源
と
な

る
レ
ン
ゲ
の
種
を
米
作
農
家
へ
配
布
し
、環
境
保
全

牽
引
す
る「
経
済
産
業
省 

地
域
未
来
牽
引
企
業
」と

し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
。

（
※
１
）認
証
の
例
…
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証 

紙
や
木
材
商
品
の
原
料
が
、持

続
可
能
性
に
配
慮
さ
れ
た
森
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
資
源

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。Forest Stew

ardship C
ouncil

森
林
管
理
協
議
会
の
略
称

　「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅ
ｉｎｇ
」は
、２
０
１
５
年
、国
連

で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
た
際
、明
記
さ
れ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
。心
と
体
、そ
し
て
社
会
的
に
も
健
康
な
状
態

を
表
す
、幸
福
感
を
象
徴
す
る
言
葉
。英
語
で
蜜
蜂
は

Ｂｅｅ
。杉
養
蜂
園
で
は
、蜜
蜂
と
人
間
が
共
に
健
や
か

に
生
き
る
状
態
を「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅｅ
ｉｎｇ
」と
表
し

「
健
や
か
農
蜂
業
」の
サ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
社
員
の
健
康
増
進
に
会
社
が
投
資
す
る
、健

康
経
営（
※
２
）を
推
進
。歩
数
ア
プ
リ
を
使
っ
た
運
動

習
慣
作
り
や
健
康
的
な
レ
シ
ピ
紹
介
の
食
育
活
動

等
。そ
う
し
た
様
々
な
活
動
は
、定
期
検
診
の
結
果
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。全
国
の

ト
ッ
プ
５
０
０
社
、２
０
２
１
年
健
康
経
営
優
良
法
人

認
定「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
企
業
」と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

　
昨
今
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
社
会
で
浸
透
す
る
に
つ
れ
、容

器
や
梱
包
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
の
素
材
に
も
、

様
々
な
認
証（
※
１
）や
規
制
が
求
め
ら
れ
て
来
た
。長

年
の
海
外
展
開
か
ら
、紙
袋
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
塗
料
で

も
規
制
対
象
と
な
る
等
、よ
り
厳
し
い
国
際
基
準
に

揉
ま
れ
て
き
た
経
験
が
活
き
る
状
況
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
、杉
養
蜂
園
は
６
次
産
業
化
か
ら
高
い

付
加
価
値
を
創
出
し
、地
域
の
経
済
成
長
を
力
強
く

（
※
２
）健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
…
日
本
健
康
会
議
に
よ
る
、

健
康
経
営
の
活
動
が
優
良
な
企
業
を
認
定
す
る
制
度
。

大
規
模
法
人
部
門
と
中
小
法
人
部
門
に
分
か
れ
る
。

　
杉
養
蜂
園
で
は
、社
員
４
６
０
名
の
う
ち
女
性
は

３
９
２
名
、全
体
の
85
％
を
占
め
る
。女
性
管
理
職

も
多
く
17
名
、全
社
の
管
理
職
の
49
％
と
な
っ
て
い

る
。「
女
性
を
中
心
に
採
用
し
て
き
た
つ
も
り
は
全

く
な
く
、自
然
と
そ
う
な
っ
た
。そ
も
そ
も
蜜
蜂
の
世

界
は
、女
王
蜂
を
筆
頭
に
、働
き
バ
チ
で
あ
る
雌
蜂
が

９
割
。雄
蜂
は
１
割
だ
か
ら
」と
米
田
社
長
は
笑
う
。

　
健
康
や
美
容
に
関
わ
る
商
品
を
扱
う
た
め
、働
き

な
が
ら
知
識
を
得
ら
れ
る
と
応
募
す
る
女
性
も
多

い
。実
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
専
門
知
識
が
顧
客

サ
ー
ビ
ス
の
土
台
と
な
る
。夫
の
転
勤
で
、他
県
へ
異

動
を
希
望
す
る
女
性
社
員
も
。全
国
に
拠
点
を
持
つ

体
制
が
、長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
会
社
と
し
て
、社

員
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
ま
た
杉
養
蜂
園
で
は
、各
部
門
の
若
手
社
員
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
」が
開
催
さ
れ
、様
々

な
活
動
を
行
う
。本
社
・
工
場
が
あ
る
熊
本
フ
ー
ド

純
粋
な
も
の
を
純
粋
な
ま
ま
に

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定（
※
２
）

「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
企
業
」

女
性
社
員
が
９
割

蜜
蜂
の
世
界

パ
ル
の
月
一
回
の
清
掃
活
動
や
一
昨
年
発
生
し
た
人

吉
豪
雨
災
害
で
の
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ（
※
３
）や
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業（
※
４
）等
。

委
員
会
で
は
、社
内
向
け
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
啓
蒙
用
の
動
画・

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
。今
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
社
外
へ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

活
動
ニュ
ー
ス
も
発
信
し
て
い
る
。

（
※
３
）フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
…
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄

り
、地
域
の
福
祉
団
体
や
集
ま
っ
た
食
べ
物
の
配
布
を
行

う
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
寄
付
す
る
活
動
。

（
※
４
）出
前
授
業
…
企
業
社
員
や
専
門
的
知
識
を
持
つ
社
会
人

が
、教
育
現
場
で
子
供
た
ち
に
授
業
を
行
う
。

　
２
０
１
９
年
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
協
力
の

下
、現
地
法
人
を
設
立
。養
蜂
技
術
の
共
同
研
究
を

行
い
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
の
採
取
を
行
う
。マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

の
取
り
扱
い
を
始
め
た
の
は
、日
本
で
の
大
ブ
ー
ム
よ

り
随
分
前
か
ら
。当
時
、現
地
か
ら
直
接
仕
入
れ
た

マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
、５
年
以
上
も
全
く
売
れ
な
か
っ
た
。

品
質
の
高
さ
に
惚
れ
込
み
、現
地
養
蜂
家
と
の
技
術

研
究
を
続
け
、ブ
ー
ム
到
来
時
に
は「
マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

と
言
え
ば
杉
養
蜂
園
」そ
の
代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と

海
外
で
の
養
蜂
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

工場風景

植林活動

事
業
が
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
し
、働
く
人
の
生
活

水
準
の
向
上
へ
貢
献
す
る
こ
と
は
確
信
し
て
い
る
。

　
約
一
年
間
、現
地
で
の
自
然
環
境
や
蜜
源
植
物
の

調
査
を
行
い
、養
蜂
事
業
化
が
可
能
か
ど
う
か
見
極

め
ね
ば
な
ら
な
い
。「
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、若
い
世

代
に
託
し
て
み
た
い
」米
田
社
長
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
を

見
据
え
て
い
る
。

（
※
５
）
　
ジ
ャ
イ
カ
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
…
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構 

Ｏ
Ｄ
Ａ
支

援
や
海
外
協
力
隊
で
知
ら
れ
る
。開
発
途
上
国
へ
の
国
内

企
業
に
よ
る
技
術
供
与
や
海
外
進
出
等
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
を
積
極
的
に
行
う
。特
に
事
前
調
査
費
用
に
つ

い
て
は
、様
々
な
制
度
を
設
置
。

（
※
６
）バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
…
南
太
平
洋
に
位
置
す
る
国
で
１
３
０
０

㎞
に
わ
た
っ
て
連
な
る
約
80
島
の
島
々
で
構
成
さ
れ
る
島
嶼

国
。人
口
約
30
万
人
。産
業
は
農
業
と
観
光
業
と
乏
し
い
。

な
る
。今
で
は
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
国
を
代
表
す
る
輸

出
産
品
と
し
て
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
そ
の
品

質
を
保
証
し
、認
証
を
与
え
て
い
る
。

　
そ
の
ル
ー
ツ
は
、先
住
民
が
薬
と
し
て
重
用
。

代
々
、養
蜂
技
術
は
受
け
継
が
れ
、現
代
に
至
る
。

　
こ
う
し
た
伝
統
的
な
養
蜂
技
術
に
お
け
る
国
際

協
力
が
、地
元
の
雇
用
創
出
や
技
術
発
展
へ
大
き
く

貢
献
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　「
２
０
２
１
年
度 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
※
５
）中
小
企
業
・

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」に「
バ
ヌ
ア
ツ
共
和

国（
※
６
）で
の
、株
式
会
社
杉
養
蜂
園
に
よ
る
養
蜂

事
業
」が
選
出
。案
件
名
は「
生
物
多
様
性
保
全
と

女
性
の
社
会
参
加
に
貢
献
す
る
養
蜂
ビ
ジ
ネ
ス
の
た

め
の
案
件
調
査
」10
倍
を
優
に
超
え
る
応
募
総
数
の

な
か
、高
評
価
で
の
採
択
と
な
っ
た
。

　
そ
の
き
っ
か
け
は
、バ
ヌ
ア
ツ
で
観
光
業
を
営
む
日

本
人
か
ら
の
一
通
の
手
紙
。「
観
光
以
外
、産
業
に
乏

し
い
バ
ヌ
ア
ツ
。養
蜂
事
業
を
是
非
、行
い
た
い
の
で

協
力
し
て
欲
し
い
」仕
事
が
な
く
、収
入
が
乏
し
い

現
地
の
女
性
が
自
立
で
き
る
仕
事
と
し
て
、養
蜂
事

業
を
思
い
つ
い
た
日
本
人
か
ら
の
日
本
最
大
の
養
蜂

家
へ
の
熱
烈
な
ラ
ブ
レ
タ
ー
。そ
の
手
紙
を
契
機
に
、

バ
ヌ
ア
ツ
で
の
養
蜂
事
業
化
調
査
が
動
き
出
す
。

　
ま
ず
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ「
中
小
企
業
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
事
業
の
案
件
化
調
査（
中
小
企
業
支
援

型
）」へ
応
募
。事
業
化
調
査
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
。ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
養
蜂

事
業
を
手
掛
け
て
い
る
経
験
か
ら
、現
地
で
の
養
蜂
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ま
た
全
国
の
観
光
地
に
あ
る
直
営
店
舗
は
、大
き

な
副
産
物
も
生
み
出
し
て
い
る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
訪

れ
た
外
国
人
旅
行
客
か
ら「
自
国
で
杉
養
蜂
園
の
店

を
出
し
た
い
」と
の
申
し
出
で
あ
る
。有
名
観
光
地

を
訪
れ
る
と
杉
養
蜂
園
の
店
舗
が
あ
り
、そ
の
信
頼

感
か
ら
、中
国
や
ア
ジ
ア
各
国
で
の
共
同
事
業
や
販

売
代
理
店
の
要
請
と
な
り
、海
外
部
門
の
売
上
げ
拡

大
へ
と
つ
な
が
る
。

　
相
対
性
理
論
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
は「
も
し

蜂
が
地
球
上
か
ら
い
な
く
な
る
と
、人
間
は
４
年
以

上
、生
き
ら
れ
な
い
」蜂
や
鳥
の
生
態
も
研
究
し
て
い

た
博
士
は
、蜂
が
食
物
を
作
る（
交
配
受
粉
）の
に
不

可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
残

し
た
。世
界
の
食
糧
の
９
割
を
ま
か
な
う
１
０
０
種

類
の
作
物
の
う
ち
、70
種
類
以
上
は
蜜
蜂
が
受
粉
を

大
手
生
保
か
ら
杉
養
蜂
園
へ
入
社
し
て
か
ら
の
足
跡

そ
の
も
の
で
あ
る
。

　「
杉
養
蜂
園
に
移
り
、最
初
に
任
さ
れ
た
仕
事
は
、

ヘ
チ
マ
糸
瓜
を
販
売
す
る
こ
と
だ
っ
た
」米
田
社
長
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、全
く
予
想
も
し
な
い
話
か
ら
始
ま
っ
た
。当

時
、会
社
に
は
糸
瓜
の
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て
い
た
。

減
反
政
策
か
ら
収
入
減
に
苦
し
む
農
家
の
助
け
に
な

れ
ば
と
買
い
取
っ
た
大
量
の
糸
瓜
の
実
。一
つ
で
も
多

く
の
糸
瓜
を
販
売
す
べ
く
、ま
さ
に
糸
瓜
を
担
ぎ
、全

国
を
行
商
に
走
り
回
る
日
々
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
当
時
は
、店
舗
や
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

も
無
く
、九
州
の
観
光
地
や
デ
パ
ー
ト
の
物
産
展
で
、

熊
本
県
の
名
産
品
と
し
て
蜂
蜜
を
販
売
す
る
会
社
。

大
手
流
通
企
業
か
ら
全
国
の
観
光
地
の
土
産
物
屋

ま
で
、米
田
社
長
は
、日
夜
、飛
び
込
み
営
業
を
続

け
、何
と
か
糸
瓜
を
売
り
切
る
。流
通
企
業
と
の
パ

イ
プ
が
出
来
る
と
、今
度
は
品
物
が
足
り
な
く
な

り
、糸
瓜
を
仕
入
れ
る
の
に
、中
国
の
産
地
を
飛
び
回

る
こ
と
に
な
る
程
の
営
業
成
果
。「
全
国
の
観
光
地

や
温
泉
を
回
る
な
か
、人
が
集
ま
る
場
所
に
蜂
蜜
を

販
売
す
る
店
舗
を
作
れ
ば
、安
定
し
て
売
れ
る
」米

田
社
長
の
糸
瓜
行
商
は
、現
在
の
杉
養
蜂
園
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
の
原
点
と
な
る
。

　
株
式
会
社
杉
養
蜂
園
は
、１
９
４
６
年
、創
業
者

（
現
顧
問
）杉
武
男
氏
が
熊
本
の
地
で
、３
箱
の
巣
箱

か
ら
創
業
。現
在
、国
内
店
舗
73
店
、テ
レ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
４
箇
所
。海
外
店
舗
は
、香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ
の
３
カ
国
で
展
開
。ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、２
０
１
９
年
、現
地
法
人
を
設

立
。地
元
養
蜂
家
と
の
共
同
養
蜂
事
業
を
行
い
、マ

ヌ
カ
ハ
ニ
ー
を
日
本
へ
輸
入
。そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
の
展
開
は
、米
田
弘
一
社
長
が
１
９
９
０
年
、

結
果
、良
質
な
蜂
蜜
を
求
め
、世
界
中
の
産
地
で
の

調
査
を
始
め
る
。

　「
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
、ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
も
強
く
感
じ
る
の
は
、都
市
の
す
ぐ
隣
に
自
然
豊

か
な
田
舎
を
残
し
て
い
る
こ
と
。新
鮮
な
食
材
を
直

ぐ
確
保
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
」米
田
社
長
は
、

日
本
を
含
め
、ア
ジ
ア
諸
国
が
、自
然
を
破
壊
し
て
大

都
市
化
す
る
弊
害
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　「
蜂
蜜
に
加
熱
や
混
ぜ
物
を
し
な
い
。純
粋
な
も

の
を
純
粋
な
ま
ま
に
」米
田
社
長
か
ら
何
度
も
繰
り

返
さ
れ
た
言
葉
。蜂
蜜
が
持
つ
天
然
の
酵
素
や
成
分

を
壊
さ
な
い
こ
と
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

　
製
造
部
門
は
、工
場
と
い
う
よ
り
、ま
る
で
研
究

施
設
の
よ
う
な
雰
囲
気
。蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
、

プ
ロ
ポ
リ
ス
等
の
蜂
産
品
に
加
え
、蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ

ル
ゼ
リ
ー
を
配
合
し
た
自
然
派
化
粧
品
を
生
産
す

る
。そ
の
健
康
面
で
の
効
能
は
、熊
本
大
学
医
学
部

と
の
共
同
研
究
や
海
外
の
論
文
か
ら
も
証
明
さ
れ

て
い
る
。

に
努
め
る
。同
時
に
年
間
約
２
０
０
本
の
植
林
活
動

も
続
け
る
が
、蜜
源
植
物
は
減
少
し
続
け
、蜜
蜂
の

飼
育
環
境
は
年
々
、悪
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ
る
、大
型
台
風
や

急
激
な
豪
雨
、農
薬
や
害
虫（
特
に
外
来
種
）、と
予

測
不
能
な
外
敵
か
ら
い
か
に
蜜
蜂
を
守
り
育
て
て
い

く
か
、生
き
物
を
扱
う
難
し
さ
は
よ
り
増
し
て
い
る
。

年
々
、猛
暑
日
が
多
く
な
り
、阿
蘇
の
高
地
へ
巣
箱
を

移
動
さ
せ
る
期
間
も
長
く
な
っ
た
。ま
た
夏
場
は
、熊

本
か
ら
秋
田
、北
海
道
へ
と
、蜜
源
植
物
の
開
花
に

合
わ
せ
、養
蜂
場
を
北
上
さ
せ
る
。こ
う
し
た
弛
ま

ぬ
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、蜜
源
の
花
が
全
く
咲
か
な

い
年
や
蜜
蜂
の
飼
育
が
不
調
な
年
を
何
度
も
経
験
。

媒
介（
２
０
１
１
年
国
連
環
境
計
画
報
告
書
）。

　
そ
ん
な
蜜
蜂
の
飼
育
を
自
前
で
行
う
杉
養
蜂
園
で

は「
蜜
蜂
が
健
康
的
に
生
き
ら
れ
る
自
然
環
境
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
生
命
線
」と
米
田
社
長
は
言
い

切
る
。「
健
や
か
農
蜂
業 

大
自
然
の
中
で
は
、養
蜂
業

も
農
業
も
ひ
と
つ
」と
し
て
、創
業
以
来
、引
き
継
が

れ
る
独
自
の
生
産
哲
学
。長
年
に
渡
り
、蜜
源
と
な

る
レ
ン
ゲ
の
種
を
米
作
農
家
へ
配
布
し
、環
境
保
全

牽
引
す
る「
経
済
産
業
省 

地
域
未
来
牽
引
企
業
」と

し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
。

（
※
１
）認
証
の
例
…
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証 

紙
や
木
材
商
品
の
原
料
が
、持

続
可
能
性
に
配
慮
さ
れ
た
森
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
資
源

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。Forest Stew

ardship C
ouncil

森
林
管
理
協
議
会
の
略
称

　「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅ
ｉｎｇ
」は
、２
０
１
５
年
、国
連

で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
た
際
、明
記
さ
れ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
。心
と
体
、そ
し
て
社
会
的
に
も
健
康
な
状
態

を
表
す
、幸
福
感
を
象
徴
す
る
言
葉
。英
語
で
蜜
蜂
は

Ｂｅｅ
。杉
養
蜂
園
で
は
、蜜
蜂
と
人
間
が
共
に
健
や
か

に
生
き
る
状
態
を「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅｅ
ｉｎｇ
」と
表
し

「
健
や
か
農
蜂
業
」の
サ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
社
員
の
健
康
増
進
に
会
社
が
投
資
す
る
、健

康
経
営（
※
２
）を
推
進
。歩
数
ア
プ
リ
を
使
っ
た
運
動

習
慣
作
り
や
健
康
的
な
レ
シ
ピ
紹
介
の
食
育
活
動

等
。そ
う
し
た
様
々
な
活
動
は
、定
期
検
診
の
結
果
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。全
国
の

ト
ッ
プ
５
０
０
社
、２
０
２
１
年
健
康
経
営
優
良
法
人

認
定「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
企
業
」と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

　
昨
今
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
社
会
で
浸
透
す
る
に
つ
れ
、容

器
や
梱
包
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
の
素
材
に
も
、

様
々
な
認
証（
※
１
）や
規
制
が
求
め
ら
れ
て
来
た
。長

年
の
海
外
展
開
か
ら
、紙
袋
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
塗
料
で

も
規
制
対
象
と
な
る
等
、よ
り
厳
し
い
国
際
基
準
に

揉
ま
れ
て
き
た
経
験
が
活
き
る
状
況
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
、杉
養
蜂
園
は
６
次
産
業
化
か
ら
高
い

付
加
価
値
を
創
出
し
、地
域
の
経
済
成
長
を
力
強
く

（
※
２
）健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
…
日
本
健
康
会
議
に
よ
る
、

健
康
経
営
の
活
動
が
優
良
な
企
業
を
認
定
す
る
制
度
。

大
規
模
法
人
部
門
と
中
小
法
人
部
門
に
分
か
れ
る
。

　
杉
養
蜂
園
で
は
、社
員
４
６
０
名
の
う
ち
女
性
は

３
９
２
名
、全
体
の
85
％
を
占
め
る
。女
性
管
理
職

も
多
く
17
名
、全
社
の
管
理
職
の
49
％
と
な
っ
て
い

る
。「
女
性
を
中
心
に
採
用
し
て
き
た
つ
も
り
は
全

く
な
く
、自
然
と
そ
う
な
っ
た
。そ
も
そ
も
蜜
蜂
の
世

界
は
、女
王
蜂
を
筆
頭
に
、働
き
バ
チ
で
あ
る
雌
蜂
が

９
割
。雄
蜂
は
１
割
だ
か
ら
」と
米
田
社
長
は
笑
う
。

　
健
康
や
美
容
に
関
わ
る
商
品
を
扱
う
た
め
、働
き

な
が
ら
知
識
を
得
ら
れ
る
と
応
募
す
る
女
性
も
多

い
。実
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
専
門
知
識
が
顧
客

サ
ー
ビ
ス
の
土
台
と
な
る
。夫
の
転
勤
で
、他
県
へ
異

動
を
希
望
す
る
女
性
社
員
も
。全
国
に
拠
点
を
持
つ

体
制
が
、長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
会
社
と
し
て
、社

員
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
ま
た
杉
養
蜂
園
で
は
、各
部
門
の
若
手
社
員
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
」が
開
催
さ
れ
、様
々

な
活
動
を
行
う
。本
社
・
工
場
が
あ
る
熊
本
フ
ー
ド

純
粋
な
も
の
を
純
粋
な
ま
ま
に

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定（
※
２
）

「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
企
業
」

女
性
社
員
が
９
割

蜜
蜂
の
世
界

パ
ル
の
月
一
回
の
清
掃
活
動
や
一
昨
年
発
生
し
た
人

吉
豪
雨
災
害
で
の
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ（
※
３
）や
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業（
※
４
）等
。

委
員
会
で
は
、社
内
向
け
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
啓
蒙
用
の
動
画・

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
。今
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
社
外
へ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

活
動
ニュ
ー
ス
も
発
信
し
て
い
る
。

（
※
３
）フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
…
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄

り
、地
域
の
福
祉
団
体
や
集
ま
っ
た
食
べ
物
の
配
布
を
行

う
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
寄
付
す
る
活
動
。

（
※
４
）出
前
授
業
…
企
業
社
員
や
専
門
的
知
識
を
持
つ
社
会
人

が
、教
育
現
場
で
子
供
た
ち
に
授
業
を
行
う
。

　
２
０
１
９
年
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
協
力
の

下
、現
地
法
人
を
設
立
。養
蜂
技
術
の
共
同
研
究
を

行
い
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
の
採
取
を
行
う
。マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

の
取
り
扱
い
を
始
め
た
の
は
、日
本
で
の
大
ブ
ー
ム
よ

り
随
分
前
か
ら
。当
時
、現
地
か
ら
直
接
仕
入
れ
た

マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
、５
年
以
上
も
全
く
売
れ
な
か
っ
た
。

品
質
の
高
さ
に
惚
れ
込
み
、現
地
養
蜂
家
と
の
技
術

研
究
を
続
け
、ブ
ー
ム
到
来
時
に
は「
マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

と
言
え
ば
杉
養
蜂
園
」そ
の
代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と

海
外
で
の
養
蜂
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

工場風景

植林活動

事
業
が
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
し
、働
く
人
の
生
活

水
準
の
向
上
へ
貢
献
す
る
こ
と
は
確
信
し
て
い
る
。

　
約
一
年
間
、現
地
で
の
自
然
環
境
や
蜜
源
植
物
の

調
査
を
行
い
、養
蜂
事
業
化
が
可
能
か
ど
う
か
見
極

め
ね
ば
な
ら
な
い
。「
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、若
い
世

代
に
託
し
て
み
た
い
」米
田
社
長
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
を

見
据
え
て
い
る
。

（
※
５
）
　
ジ
ャ
イ
カ
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
…
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構 

Ｏ
Ｄ
Ａ
支

援
や
海
外
協
力
隊
で
知
ら
れ
る
。開
発
途
上
国
へ
の
国
内

企
業
に
よ
る
技
術
供
与
や
海
外
進
出
等
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
を
積
極
的
に
行
う
。特
に
事
前
調
査
費
用
に
つ

い
て
は
、様
々
な
制
度
を
設
置
。

（
※
６
）バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
…
南
太
平
洋
に
位
置
す
る
国
で
１
３
０
０

㎞
に
わ
た
っ
て
連
な
る
約
80
島
の
島
々
で
構
成
さ
れ
る
島
嶼

国
。人
口
約
30
万
人
。産
業
は
農
業
と
観
光
業
と
乏
し
い
。

な
る
。今
で
は
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
国
を
代
表
す
る
輸

出
産
品
と
し
て
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
そ
の
品

質
を
保
証
し
、認
証
を
与
え
て
い
る
。

　
そ
の
ル
ー
ツ
は
、先
住
民
が
薬
と
し
て
重
用
。

代
々
、養
蜂
技
術
は
受
け
継
が
れ
、現
代
に
至
る
。

　
こ
う
し
た
伝
統
的
な
養
蜂
技
術
に
お
け
る
国
際

協
力
が
、地
元
の
雇
用
創
出
や
技
術
発
展
へ
大
き
く

貢
献
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　「
２
０
２
１
年
度 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
※
５
）中
小
企
業
・

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」に「
バ
ヌ
ア
ツ
共
和

国（
※
６
）で
の
、株
式
会
社
杉
養
蜂
園
に
よ
る
養
蜂

事
業
」が
選
出
。案
件
名
は「
生
物
多
様
性
保
全
と

女
性
の
社
会
参
加
に
貢
献
す
る
養
蜂
ビ
ジ
ネ
ス
の
た

め
の
案
件
調
査
」10
倍
を
優
に
超
え
る
応
募
総
数
の

な
か
、高
評
価
で
の
採
択
と
な
っ
た
。

　
そ
の
き
っ
か
け
は
、バ
ヌ
ア
ツ
で
観
光
業
を
営
む
日

本
人
か
ら
の
一
通
の
手
紙
。「
観
光
以
外
、産
業
に
乏

し
い
バ
ヌ
ア
ツ
。養
蜂
事
業
を
是
非
、行
い
た
い
の
で

協
力
し
て
欲
し
い
」仕
事
が
な
く
、収
入
が
乏
し
い

現
地
の
女
性
が
自
立
で
き
る
仕
事
と
し
て
、養
蜂
事

業
を
思
い
つ
い
た
日
本
人
か
ら
の
日
本
最
大
の
養
蜂

家
へ
の
熱
烈
な
ラ
ブ
レ
タ
ー
。そ
の
手
紙
を
契
機
に
、

バ
ヌ
ア
ツ
で
の
養
蜂
事
業
化
調
査
が
動
き
出
す
。

　
ま
ず
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ「
中
小
企
業
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
事
業
の
案
件
化
調
査（
中
小
企
業
支
援

型
）」へ
応
募
。事
業
化
調
査
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
。ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
養
蜂

事
業
を
手
掛
け
て
い
る
経
験
か
ら
、現
地
で
の
養
蜂
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ま
た
全
国
の
観
光
地
に
あ
る
直
営
店
舗
は
、大
き

な
副
産
物
も
生
み
出
し
て
い
る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
訪

れ
た
外
国
人
旅
行
客
か
ら「
自
国
で
杉
養
蜂
園
の
店

を
出
し
た
い
」と
の
申
し
出
で
あ
る
。有
名
観
光
地

を
訪
れ
る
と
杉
養
蜂
園
の
店
舗
が
あ
り
、そ
の
信
頼

感
か
ら
、中
国
や
ア
ジ
ア
各
国
で
の
共
同
事
業
や
販

売
代
理
店
の
要
請
と
な
り
、海
外
部
門
の
売
上
げ
拡

大
へ
と
つ
な
が
る
。

　
相
対
性
理
論
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
は「
も
し

蜂
が
地
球
上
か
ら
い
な
く
な
る
と
、人
間
は
４
年
以

上
、生
き
ら
れ
な
い
」蜂
や
鳥
の
生
態
も
研
究
し
て
い

た
博
士
は
、蜂
が
食
物
を
作
る（
交
配
受
粉
）の
に
不

可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
残

し
た
。世
界
の
食
糧
の
９
割
を
ま
か
な
う
１
０
０
種

類
の
作
物
の
う
ち
、70
種
類
以
上
は
蜜
蜂
が
受
粉
を

大
手
生
保
か
ら
杉
養
蜂
園
へ
入
社
し
て
か
ら
の
足
跡

そ
の
も
の
で
あ
る
。

　「
杉
養
蜂
園
に
移
り
、最
初
に
任
さ
れ
た
仕
事
は
、

ヘ
チ
マ
糸
瓜
を
販
売
す
る
こ
と
だ
っ
た
」米
田
社
長
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、全
く
予
想
も
し
な
い
話
か
ら
始
ま
っ
た
。当

時
、会
社
に
は
糸
瓜
の
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て
い
た
。

減
反
政
策
か
ら
収
入
減
に
苦
し
む
農
家
の
助
け
に
な

れ
ば
と
買
い
取
っ
た
大
量
の
糸
瓜
の
実
。一
つ
で
も
多

く
の
糸
瓜
を
販
売
す
べ
く
、ま
さ
に
糸
瓜
を
担
ぎ
、全

国
を
行
商
に
走
り
回
る
日
々
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
当
時
は
、店
舗
や
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

も
無
く
、九
州
の
観
光
地
や
デ
パ
ー
ト
の
物
産
展
で
、

熊
本
県
の
名
産
品
と
し
て
蜂
蜜
を
販
売
す
る
会
社
。

大
手
流
通
企
業
か
ら
全
国
の
観
光
地
の
土
産
物
屋

ま
で
、米
田
社
長
は
、日
夜
、飛
び
込
み
営
業
を
続

け
、何
と
か
糸
瓜
を
売
り
切
る
。流
通
企
業
と
の
パ

イ
プ
が
出
来
る
と
、今
度
は
品
物
が
足
り
な
く
な

り
、糸
瓜
を
仕
入
れ
る
の
に
、中
国
の
産
地
を
飛
び
回

る
こ
と
に
な
る
程
の
営
業
成
果
。「
全
国
の
観
光
地

や
温
泉
を
回
る
な
か
、人
が
集
ま
る
場
所
に
蜂
蜜
を

販
売
す
る
店
舗
を
作
れ
ば
、安
定
し
て
売
れ
る
」米

田
社
長
の
糸
瓜
行
商
は
、現
在
の
杉
養
蜂
園
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
の
原
点
と
な
る
。

　
株
式
会
社
杉
養
蜂
園
は
、１
９
４
６
年
、創
業
者

（
現
顧
問
）杉
武
男
氏
が
熊
本
の
地
で
、３
箱
の
巣
箱

か
ら
創
業
。現
在
、国
内
店
舗
73
店
、テ
レ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
４
箇
所
。海
外
店
舗
は
、香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ
の
３
カ
国
で
展
開
。ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、２
０
１
９
年
、現
地
法
人
を
設

立
。地
元
養
蜂
家
と
の
共
同
養
蜂
事
業
を
行
い
、マ

ヌ
カ
ハ
ニ
ー
を
日
本
へ
輸
入
。そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
の
展
開
は
、米
田
弘
一
社
長
が
１
９
９
０
年
、

結
果
、良
質
な
蜂
蜜
を
求
め
、世
界
中
の
産
地
で
の

調
査
を
始
め
る
。

　「
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
、ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
も
強
く
感
じ
る
の
は
、都
市
の
す
ぐ
隣
に
自
然
豊

か
な
田
舎
を
残
し
て
い
る
こ
と
。新
鮮
な
食
材
を
直

ぐ
確
保
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
」米
田
社
長
は
、

日
本
を
含
め
、ア
ジ
ア
諸
国
が
、自
然
を
破
壊
し
て
大

都
市
化
す
る
弊
害
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　「
蜂
蜜
に
加
熱
や
混
ぜ
物
を
し
な
い
。純
粋
な
も

の
を
純
粋
な
ま
ま
に
」米
田
社
長
か
ら
何
度
も
繰
り

返
さ
れ
た
言
葉
。蜂
蜜
が
持
つ
天
然
の
酵
素
や
成
分

を
壊
さ
な
い
こ
と
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

　
製
造
部
門
は
、工
場
と
い
う
よ
り
、ま
る
で
研
究

施
設
の
よ
う
な
雰
囲
気
。蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
、

プ
ロ
ポ
リ
ス
等
の
蜂
産
品
に
加
え
、蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ

ル
ゼ
リ
ー
を
配
合
し
た
自
然
派
化
粧
品
を
生
産
す

る
。そ
の
健
康
面
で
の
効
能
は
、熊
本
大
学
医
学
部

と
の
共
同
研
究
や
海
外
の
論
文
か
ら
も
証
明
さ
れ

て
い
る
。

に
努
め
る
。同
時
に
年
間
約
２
０
０
本
の
植
林
活
動

も
続
け
る
が
、蜜
源
植
物
は
減
少
し
続
け
、蜜
蜂
の

飼
育
環
境
は
年
々
、悪
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ
る
、大
型
台
風
や

急
激
な
豪
雨
、農
薬
や
害
虫（
特
に
外
来
種
）、と
予

測
不
能
な
外
敵
か
ら
い
か
に
蜜
蜂
を
守
り
育
て
て
い

く
か
、生
き
物
を
扱
う
難
し
さ
は
よ
り
増
し
て
い
る
。

年
々
、猛
暑
日
が
多
く
な
り
、阿
蘇
の
高
地
へ
巣
箱
を

移
動
さ
せ
る
期
間
も
長
く
な
っ
た
。ま
た
夏
場
は
、熊

本
か
ら
秋
田
、北
海
道
へ
と
、蜜
源
植
物
の
開
花
に

合
わ
せ
、養
蜂
場
を
北
上
さ
せ
る
。こ
う
し
た
弛
ま

ぬ
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、蜜
源
の
花
が
全
く
咲
か
な

い
年
や
蜜
蜂
の
飼
育
が
不
調
な
年
を
何
度
も
経
験
。

媒
介（
２
０
１
１
年
国
連
環
境
計
画
報
告
書
）。

　
そ
ん
な
蜜
蜂
の
飼
育
を
自
前
で
行
う
杉
養
蜂
園
で

は「
蜜
蜂
が
健
康
的
に
生
き
ら
れ
る
自
然
環
境
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
生
命
線
」と
米
田
社
長
は
言
い

切
る
。「
健
や
か
農
蜂
業 

大
自
然
の
中
で
は
、養
蜂
業

も
農
業
も
ひ
と
つ
」と
し
て
、創
業
以
来
、引
き
継
が

れ
る
独
自
の
生
産
哲
学
。長
年
に
渡
り
、蜜
源
と
な

る
レ
ン
ゲ
の
種
を
米
作
農
家
へ
配
布
し
、環
境
保
全

牽
引
す
る「
経
済
産
業
省 

地
域
未
来
牽
引
企
業
」と

し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
。

（
※
１
）認
証
の
例
…
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証 

紙
や
木
材
商
品
の
原
料
が
、持

続
可
能
性
に
配
慮
さ
れ
た
森
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
資
源

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。Forest Stew

ardship C
ouncil

森
林
管
理
協
議
会
の
略
称

　「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅ
ｉｎｇ
」は
、２
０
１
５
年
、国
連

で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
た
際
、明
記
さ
れ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
。心
と
体
、そ
し
て
社
会
的
に
も
健
康
な
状
態

を
表
す
、幸
福
感
を
象
徴
す
る
言
葉
。英
語
で
蜜
蜂
は

Ｂｅｅ
。杉
養
蜂
園
で
は
、蜜
蜂
と
人
間
が
共
に
健
や
か

に
生
き
る
状
態
を「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅｅ
ｉｎｇ
」と
表
し

「
健
や
か
農
蜂
業
」の
サ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
社
員
の
健
康
増
進
に
会
社
が
投
資
す
る
、健

康
経
営（
※
２
）を
推
進
。歩
数
ア
プ
リ
を
使
っ
た
運
動

習
慣
作
り
や
健
康
的
な
レ
シ
ピ
紹
介
の
食
育
活
動

等
。そ
う
し
た
様
々
な
活
動
は
、定
期
検
診
の
結
果
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。全
国
の

ト
ッ
プ
５
０
０
社
、２
０
２
１
年
健
康
経
営
優
良
法
人

認
定「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
企
業
」と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

　
昨
今
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
社
会
で
浸
透
す
る
に
つ
れ
、容

器
や
梱
包
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
の
素
材
に
も
、

様
々
な
認
証（
※
１
）や
規
制
が
求
め
ら
れ
て
来
た
。長

年
の
海
外
展
開
か
ら
、紙
袋
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
塗
料
で

も
規
制
対
象
と
な
る
等
、よ
り
厳
し
い
国
際
基
準
に

揉
ま
れ
て
き
た
経
験
が
活
き
る
状
況
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
、杉
養
蜂
園
は
６
次
産
業
化
か
ら
高
い

付
加
価
値
を
創
出
し
、地
域
の
経
済
成
長
を
力
強
く

（
※
２
）健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
…
日
本
健
康
会
議
に
よ
る
、

健
康
経
営
の
活
動
が
優
良
な
企
業
を
認
定
す
る
制
度
。

大
規
模
法
人
部
門
と
中
小
法
人
部
門
に
分
か
れ
る
。

　
杉
養
蜂
園
で
は
、社
員
４
６
０
名
の
う
ち
女
性
は

３
９
２
名
、全
体
の
85
％
を
占
め
る
。女
性
管
理
職

も
多
く
17
名
、全
社
の
管
理
職
の
49
％
と
な
っ
て
い

る
。「
女
性
を
中
心
に
採
用
し
て
き
た
つ
も
り
は
全

く
な
く
、自
然
と
そ
う
な
っ
た
。そ
も
そ
も
蜜
蜂
の
世

界
は
、女
王
蜂
を
筆
頭
に
、働
き
バ
チ
で
あ
る
雌
蜂
が

９
割
。雄
蜂
は
１
割
だ
か
ら
」と
米
田
社
長
は
笑
う
。

　
健
康
や
美
容
に
関
わ
る
商
品
を
扱
う
た
め
、働
き

な
が
ら
知
識
を
得
ら
れ
る
と
応
募
す
る
女
性
も
多

い
。実
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
専
門
知
識
が
顧
客

サ
ー
ビ
ス
の
土
台
と
な
る
。夫
の
転
勤
で
、他
県
へ
異

動
を
希
望
す
る
女
性
社
員
も
。全
国
に
拠
点
を
持
つ

体
制
が
、長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
会
社
と
し
て
、社

員
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
ま
た
杉
養
蜂
園
で
は
、各
部
門
の
若
手
社
員
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
」が
開
催
さ
れ
、様
々

な
活
動
を
行
う
。本
社
・
工
場
が
あ
る
熊
本
フ
ー
ド

パ
ル
の
月
一
回
の
清
掃
活
動
や
一
昨
年
発
生
し
た
人

吉
豪
雨
災
害
で
の
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ（
※
３
）や
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業（
※
４
）等
。

委
員
会
で
は
、社
内
向
け
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
啓
蒙
用
の
動
画・

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
。今
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
社
外
へ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

活
動
ニュ
ー
ス
も
発
信
し
て
い
る
。

（
※
３
）フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
…
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄

り
、地
域
の
福
祉
団
体
や
集
ま
っ
た
食
べ
物
の
配
布
を
行

う
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
寄
付
す
る
活
動
。

（
※
４
）出
前
授
業
…
企
業
社
員
や
専
門
的
知
識
を
持
つ
社
会
人

が
、教
育
現
場
で
子
供
た
ち
に
授
業
を
行
う
。

　
２
０
１
９
年
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
協
力
の

下
、現
地
法
人
を
設
立
。養
蜂
技
術
の
共
同
研
究
を

行
い
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
の
採
取
を
行
う
。マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

の
取
り
扱
い
を
始
め
た
の
は
、日
本
で
の
大
ブ
ー
ム
よ

り
随
分
前
か
ら
。当
時
、現
地
か
ら
直
接
仕
入
れ
た

マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
、５
年
以
上
も
全
く
売
れ
な
か
っ
た
。

品
質
の
高
さ
に
惚
れ
込
み
、現
地
養
蜂
家
と
の
技
術

研
究
を
続
け
、ブ
ー
ム
到
来
時
に
は「
マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

と
言
え
ば
杉
養
蜂
園
」そ
の
代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と

SDGs委員会メンバー（前列左から人事部/秋田夕希子、販売促進インバウンド部/山田裕子、総務部/宮本奏子、企画部/前田華穂
後列左から物流管理部/木村宏平、製造部/山口起磨、養蜂部/古賀文隆、企画部/森彩美、人事部/古澤陽太）

事
業
が
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
し
、働
く
人
の
生
活

水
準
の
向
上
へ
貢
献
す
る
こ
と
は
確
信
し
て
い
る
。

　
約
一
年
間
、現
地
で
の
自
然
環
境
や
蜜
源
植
物
の

調
査
を
行
い
、養
蜂
事
業
化
が
可
能
か
ど
う
か
見
極

め
ね
ば
な
ら
な
い
。「
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、若
い
世

代
に
託
し
て
み
た
い
」米
田
社
長
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
を

見
据
え
て
い
る
。

（
※
５
）
　
ジ
ャ
イ
カ
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
…
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構 

Ｏ
Ｄ
Ａ
支

援
や
海
外
協
力
隊
で
知
ら
れ
る
。開
発
途
上
国
へ
の
国
内

企
業
に
よ
る
技
術
供
与
や
海
外
進
出
等
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
を
積
極
的
に
行
う
。特
に
事
前
調
査
費
用
に
つ

い
て
は
、様
々
な
制
度
を
設
置
。

（
※
６
）バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
…
南
太
平
洋
に
位
置
す
る
国
で
１
３
０
０

㎞
に
わ
た
っ
て
連
な
る
約
80
島
の
島
々
で
構
成
さ
れ
る
島
嶼

国
。人
口
約
30
万
人
。産
業
は
農
業
と
観
光
業
と
乏
し
い
。

養蜂作業風景

な
る
。今
で
は
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
国
を
代
表
す
る
輸

出
産
品
と
し
て
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
そ
の
品

質
を
保
証
し
、認
証
を
与
え
て
い
る
。

　
そ
の
ル
ー
ツ
は
、先
住
民
が
薬
と
し
て
重
用
。

代
々
、養
蜂
技
術
は
受
け
継
が
れ
、現
代
に
至
る
。

　
こ
う
し
た
伝
統
的
な
養
蜂
技
術
に
お
け
る
国
際

協
力
が
、地
元
の
雇
用
創
出
や
技
術
発
展
へ
大
き
く

貢
献
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　「
２
０
２
１
年
度 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
※
５
）中
小
企
業
・

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」に「
バ
ヌ
ア
ツ
共
和

国（
※
６
）で
の
、株
式
会
社
杉
養
蜂
園
に
よ
る
養
蜂

事
業
」が
選
出
。案
件
名
は「
生
物
多
様
性
保
全
と

女
性
の
社
会
参
加
に
貢
献
す
る
養
蜂
ビ
ジ
ネ
ス
の
た

め
の
案
件
調
査
」10
倍
を
優
に
超
え
る
応
募
総
数
の

な
か
、高
評
価
で
の
採
択
と
な
っ
た
。

　
そ
の
き
っ
か
け
は
、バ
ヌ
ア
ツ
で
観
光
業
を
営
む
日

本
人
か
ら
の
一
通
の
手
紙
。「
観
光
以
外
、産
業
に
乏

し
い
バ
ヌ
ア
ツ
。養
蜂
事
業
を
是
非
、行
い
た
い
の
で

協
力
し
て
欲
し
い
」仕
事
が
な
く
、収
入
が
乏
し
い

現
地
の
女
性
が
自
立
で
き
る
仕
事
と
し
て
、養
蜂
事

業
を
思
い
つ
い
た
日
本
人
か
ら
の
日
本
最
大
の
養
蜂

家
へ
の
熱
烈
な
ラ
ブ
レ
タ
ー
。そ
の
手
紙
を
契
機
に
、

バ
ヌ
ア
ツ
で
の
養
蜂
事
業
化
調
査
が
動
き
出
す
。

　
ま
ず
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ「
中
小
企
業
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
事
業
の
案
件
化
調
査（
中
小
企
業
支
援

型
）」へ
応
募
。事
業
化
調
査
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
。ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
養
蜂

事
業
を
手
掛
け
て
い
る
経
験
か
ら
、現
地
で
の
養
蜂

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
か
ら
生
ま
れ
る

新
し
い
事
業

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

ニュージーランド貿易経済促進庁本庁にて 米田社長（２０１９年）

　「海外はボーダレス」米田社長の言葉が強く印象に残る。成長に限界なし。仕入・製造・

販売とあらゆる段階で、海外とのパートナーシップから成長する余地は無限にある、との

自負だと理解している。

　国際協力機構
ジャイカ
JICA「中小企業・SDGsビジネス支援事業」に限らず、日本の中小企業の

技術を途上国の発展に役立てる様々な仕組みがある。国内で時代遅れとなりつつある技術

も途上国では大いに役立つ場合も。国連工業開発機関UNIDO東京事務所「サステナブル

技術普及プラットフォームSTePP」制度は、技術を登録（審査あり）、英語資料の作成や途上

国への紹介を行う。また、国際協力機構JICAインド事務所では、日本企業とインド企業との

連携を目的とする「SDGsビジネス共創ラボ（つながるラボ）」を設置。

　日本で「枯れてしまった技術」が途上国の持続可能な発展に役立つ分野は幅広く、ビジ

ネス展開により、SDGs17ゴール課題解決を成功させるサポート体制が急速に増えつつ

ある。
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ま
た
全
国
の
観
光
地
に
あ
る
直
営
店
舗
は
、大
き

な
副
産
物
も
生
み
出
し
て
い
る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
訪

れ
た
外
国
人
旅
行
客
か
ら「
自
国
で
杉
養
蜂
園
の
店

を
出
し
た
い
」と
の
申
し
出
で
あ
る
。有
名
観
光
地

を
訪
れ
る
と
杉
養
蜂
園
の
店
舗
が
あ
り
、そ
の
信
頼

感
か
ら
、中
国
や
ア
ジ
ア
各
国
で
の
共
同
事
業
や
販

売
代
理
店
の
要
請
と
な
り
、海
外
部
門
の
売
上
げ
拡

大
へ
と
つ
な
が
る
。

　
相
対
性
理
論
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
は「
も
し

蜂
が
地
球
上
か
ら
い
な
く
な
る
と
、人
間
は
４
年
以

上
、生
き
ら
れ
な
い
」蜂
や
鳥
の
生
態
も
研
究
し
て
い

た
博
士
は
、蜂
が
食
物
を
作
る（
交
配
受
粉
）の
に
不

可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
残

し
た
。世
界
の
食
糧
の
９
割
を
ま
か
な
う
１
０
０
種

類
の
作
物
の
う
ち
、70
種
類
以
上
は
蜜
蜂
が
受
粉
を

大
手
生
保
か
ら
杉
養
蜂
園
へ
入
社
し
て
か
ら
の
足
跡

そ
の
も
の
で
あ
る
。

　「
杉
養
蜂
園
に
移
り
、最
初
に
任
さ
れ
た
仕
事
は
、

ヘ
チ
マ
糸
瓜
を
販
売
す
る
こ
と
だ
っ
た
」米
田
社
長
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、全
く
予
想
も
し
な
い
話
か
ら
始
ま
っ
た
。当

時
、会
社
に
は
糸
瓜
の
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て
い
た
。

減
反
政
策
か
ら
収
入
減
に
苦
し
む
農
家
の
助
け
に
な

れ
ば
と
買
い
取
っ
た
大
量
の
糸
瓜
の
実
。一
つ
で
も
多

く
の
糸
瓜
を
販
売
す
べ
く
、ま
さ
に
糸
瓜
を
担
ぎ
、全

国
を
行
商
に
走
り
回
る
日
々
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
当
時
は
、店
舗
や
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

も
無
く
、九
州
の
観
光
地
や
デ
パ
ー
ト
の
物
産
展
で
、

熊
本
県
の
名
産
品
と
し
て
蜂
蜜
を
販
売
す
る
会
社
。

大
手
流
通
企
業
か
ら
全
国
の
観
光
地
の
土
産
物
屋

ま
で
、米
田
社
長
は
、日
夜
、飛
び
込
み
営
業
を
続

け
、何
と
か
糸
瓜
を
売
り
切
る
。流
通
企
業
と
の
パ

イ
プ
が
出
来
る
と
、今
度
は
品
物
が
足
り
な
く
な

り
、糸
瓜
を
仕
入
れ
る
の
に
、中
国
の
産
地
を
飛
び
回

る
こ
と
に
な
る
程
の
営
業
成
果
。「
全
国
の
観
光
地

や
温
泉
を
回
る
な
か
、人
が
集
ま
る
場
所
に
蜂
蜜
を

販
売
す
る
店
舗
を
作
れ
ば
、安
定
し
て
売
れ
る
」米

田
社
長
の
糸
瓜
行
商
は
、現
在
の
杉
養
蜂
園
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
の
原
点
と
な
る
。

　
株
式
会
社
杉
養
蜂
園
は
、１
９
４
６
年
、創
業
者

（
現
顧
問
）杉
武
男
氏
が
熊
本
の
地
で
、３
箱
の
巣
箱

か
ら
創
業
。現
在
、国
内
店
舗
73
店
、テ
レ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
４
箇
所
。海
外
店
舗
は
、香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ
の
３
カ
国
で
展
開
。ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、２
０
１
９
年
、現
地
法
人
を
設

立
。地
元
養
蜂
家
と
の
共
同
養
蜂
事
業
を
行
い
、マ

ヌ
カ
ハ
ニ
ー
を
日
本
へ
輸
入
。そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
の
展
開
は
、米
田
弘
一
社
長
が
１
９
９
０
年
、

結
果
、良
質
な
蜂
蜜
を
求
め
、世
界
中
の
産
地
で
の

調
査
を
始
め
る
。

　「
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
、ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
も
強
く
感
じ
る
の
は
、都
市
の
す
ぐ
隣
に
自
然
豊

か
な
田
舎
を
残
し
て
い
る
こ
と
。新
鮮
な
食
材
を
直

ぐ
確
保
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
」米
田
社
長
は
、

日
本
を
含
め
、ア
ジ
ア
諸
国
が
、自
然
を
破
壊
し
て
大

都
市
化
す
る
弊
害
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　「
蜂
蜜
に
加
熱
や
混
ぜ
物
を
し
な
い
。純
粋
な
も

の
を
純
粋
な
ま
ま
に
」米
田
社
長
か
ら
何
度
も
繰
り

返
さ
れ
た
言
葉
。蜂
蜜
が
持
つ
天
然
の
酵
素
や
成
分

を
壊
さ
な
い
こ
と
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

　
製
造
部
門
は
、工
場
と
い
う
よ
り
、ま
る
で
研
究

施
設
の
よ
う
な
雰
囲
気
。蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
、

プ
ロ
ポ
リ
ス
等
の
蜂
産
品
に
加
え
、蜂
蜜
や
ロ
ー
ヤ

ル
ゼ
リ
ー
を
配
合
し
た
自
然
派
化
粧
品
を
生
産
す

る
。そ
の
健
康
面
で
の
効
能
は
、熊
本
大
学
医
学
部

と
の
共
同
研
究
や
海
外
の
論
文
か
ら
も
証
明
さ
れ

て
い
る
。

に
努
め
る
。同
時
に
年
間
約
２
０
０
本
の
植
林
活
動

も
続
け
る
が
、蜜
源
植
物
は
減
少
し
続
け
、蜜
蜂
の

飼
育
環
境
は
年
々
、悪
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
温
暖
化
が
原
因
と
言
わ
れ
る
、大
型
台
風
や

急
激
な
豪
雨
、農
薬
や
害
虫（
特
に
外
来
種
）、と
予

測
不
能
な
外
敵
か
ら
い
か
に
蜜
蜂
を
守
り
育
て
て
い

く
か
、生
き
物
を
扱
う
難
し
さ
は
よ
り
増
し
て
い
る
。

年
々
、猛
暑
日
が
多
く
な
り
、阿
蘇
の
高
地
へ
巣
箱
を

移
動
さ
せ
る
期
間
も
長
く
な
っ
た
。ま
た
夏
場
は
、熊

本
か
ら
秋
田
、北
海
道
へ
と
、蜜
源
植
物
の
開
花
に

合
わ
せ
、養
蜂
場
を
北
上
さ
せ
る
。こ
う
し
た
弛
ま

ぬ
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、蜜
源
の
花
が
全
く
咲
か
な

い
年
や
蜜
蜂
の
飼
育
が
不
調
な
年
を
何
度
も
経
験
。

媒
介（
２
０
１
１
年
国
連
環
境
計
画
報
告
書
）。

　
そ
ん
な
蜜
蜂
の
飼
育
を
自
前
で
行
う
杉
養
蜂
園
で

は「
蜜
蜂
が
健
康
的
に
生
き
ら
れ
る
自
然
環
境
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
生
命
線
」と
米
田
社
長
は
言
い

切
る
。「
健
や
か
農
蜂
業 

大
自
然
の
中
で
は
、養
蜂
業

も
農
業
も
ひ
と
つ
」と
し
て
、創
業
以
来
、引
き
継
が

れ
る
独
自
の
生
産
哲
学
。長
年
に
渡
り
、蜜
源
と
な

る
レ
ン
ゲ
の
種
を
米
作
農
家
へ
配
布
し
、環
境
保
全

牽
引
す
る「
経
済
産
業
省 

地
域
未
来
牽
引
企
業
」と

し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
。

（
※
１
）認
証
の
例
…
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証 

紙
や
木
材
商
品
の
原
料
が
、持

続
可
能
性
に
配
慮
さ
れ
た
森
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
資
源

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。Forest Stew

ardship C
ouncil

森
林
管
理
協
議
会
の
略
称

　「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅ
ｉｎｇ
」は
、２
０
１
５
年
、国
連

で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
た
際
、明
記
さ
れ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
。心
と
体
、そ
し
て
社
会
的
に
も
健
康
な
状
態

を
表
す
、幸
福
感
を
象
徴
す
る
言
葉
。英
語
で
蜜
蜂
は

Ｂｅｅ
。杉
養
蜂
園
で
は
、蜜
蜂
と
人
間
が
共
に
健
や
か

に
生
き
る
状
態
を「
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
　
　
　
　

Ｗｅ
ｌ
ｌ
‒Ｂｅｅ
ｉｎｇ
」と
表
し

「
健
や
か
農
蜂
業
」の
サ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
社
員
の
健
康
増
進
に
会
社
が
投
資
す
る
、健

康
経
営（
※
２
）を
推
進
。歩
数
ア
プ
リ
を
使
っ
た
運
動

習
慣
作
り
や
健
康
的
な
レ
シ
ピ
紹
介
の
食
育
活
動

等
。そ
う
し
た
様
々
な
活
動
は
、定
期
検
診
の
結
果
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。全
国
の

ト
ッ
プ
５
０
０
社
、２
０
２
１
年
健
康
経
営
優
良
法
人

認
定「
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
企
業
」と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

　
昨
今
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
社
会
で
浸
透
す
る
に
つ
れ
、容

器
や
梱
包
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
の
素
材
に
も
、

様
々
な
認
証（
※
１
）や
規
制
が
求
め
ら
れ
て
来
た
。長

年
の
海
外
展
開
か
ら
、紙
袋
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
塗
料
で

も
規
制
対
象
と
な
る
等
、よ
り
厳
し
い
国
際
基
準
に

揉
ま
れ
て
き
た
経
験
が
活
き
る
状
況
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
８
年
、杉
養
蜂
園
は
６
次
産
業
化
か
ら
高
い

付
加
価
値
を
創
出
し
、地
域
の
経
済
成
長
を
力
強
く

（
※
２
）健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
…
日
本
健
康
会
議
に
よ
る
、

健
康
経
営
の
活
動
が
優
良
な
企
業
を
認
定
す
る
制
度
。

大
規
模
法
人
部
門
と
中
小
法
人
部
門
に
分
か
れ
る
。

　
杉
養
蜂
園
で
は
、社
員
４
６
０
名
の
う
ち
女
性
は

３
９
２
名
、全
体
の
85
％
を
占
め
る
。女
性
管
理
職

も
多
く
17
名
、全
社
の
管
理
職
の
49
％
と
な
っ
て
い

る
。「
女
性
を
中
心
に
採
用
し
て
き
た
つ
も
り
は
全

く
な
く
、自
然
と
そ
う
な
っ
た
。そ
も
そ
も
蜜
蜂
の
世

界
は
、女
王
蜂
を
筆
頭
に
、働
き
バ
チ
で
あ
る
雌
蜂
が

９
割
。雄
蜂
は
１
割
だ
か
ら
」と
米
田
社
長
は
笑
う
。

　
健
康
や
美
容
に
関
わ
る
商
品
を
扱
う
た
め
、働
き

な
が
ら
知
識
を
得
ら
れ
る
と
応
募
す
る
女
性
も
多

い
。実
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
専
門
知
識
が
顧
客

サ
ー
ビ
ス
の
土
台
と
な
る
。夫
の
転
勤
で
、他
県
へ
異

動
を
希
望
す
る
女
性
社
員
も
。全
国
に
拠
点
を
持
つ

体
制
が
、長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
会
社
と
し
て
、社

員
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
ま
た
杉
養
蜂
園
で
は
、各
部
門
の
若
手
社
員
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
委
員
会
」が
開
催
さ
れ
、様
々

な
活
動
を
行
う
。本
社
・
工
場
が
あ
る
熊
本
フ
ー
ド

パ
ル
の
月
一
回
の
清
掃
活
動
や
一
昨
年
発
生
し
た
人

吉
豪
雨
災
害
で
の
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ（
※
３
）や
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業（
※
４
）等
。

委
員
会
で
は
、社
内
向
け
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
啓
蒙
用
の
動
画・

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
。今
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
社
外
へ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

活
動
ニュ
ー
ス
も
発
信
し
て
い
る
。

（
※
３
）フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
…
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄

り
、地
域
の
福
祉
団
体
や
集
ま
っ
た
食
べ
物
の
配
布
を
行

う
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
寄
付
す
る
活
動
。

（
※
４
）出
前
授
業
…
企
業
社
員
や
専
門
的
知
識
を
持
つ
社
会
人

が
、教
育
現
場
で
子
供
た
ち
に
授
業
を
行
う
。

　
２
０
１
９
年
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
協
力
の

下
、現
地
法
人
を
設
立
。養
蜂
技
術
の
共
同
研
究
を

行
い
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
の
採
取
を
行
う
。マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

の
取
り
扱
い
を
始
め
た
の
は
、日
本
で
の
大
ブ
ー
ム
よ

り
随
分
前
か
ら
。当
時
、現
地
か
ら
直
接
仕
入
れ
た

マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
、５
年
以
上
も
全
く
売
れ
な
か
っ
た
。

品
質
の
高
さ
に
惚
れ
込
み
、現
地
養
蜂
家
と
の
技
術

研
究
を
続
け
、ブ
ー
ム
到
来
時
に
は「
マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー

と
言
え
ば
杉
養
蜂
園
」そ
の
代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と
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事
業
が
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
し
、働
く
人
の
生
活

水
準
の
向
上
へ
貢
献
す
る
こ
と
は
確
信
し
て
い
る
。

　
約
一
年
間
、現
地
で
の
自
然
環
境
や
蜜
源
植
物
の

調
査
を
行
い
、養
蜂
事
業
化
が
可
能
か
ど
う
か
見
極

め
ね
ば
な
ら
な
い
。「
新
た
な
挑
戦
と
し
て
、若
い
世

代
に
託
し
て
み
た
い
」米
田
社
長
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
を

見
据
え
て
い
る
。

（
※
５
）
　
ジ
ャ
イ
カ
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
…
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構 

Ｏ
Ｄ
Ａ
支

援
や
海
外
協
力
隊
で
知
ら
れ
る
。開
発
途
上
国
へ
の
国
内

企
業
に
よ
る
技
術
供
与
や
海
外
進
出
等
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
を
積
極
的
に
行
う
。特
に
事
前
調
査
費
用
に
つ

い
て
は
、様
々
な
制
度
を
設
置
。

（
※
６
）バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
…
南
太
平
洋
に
位
置
す
る
国
で
１
３
０
０

㎞
に
わ
た
っ
て
連
な
る
約
80
島
の
島
々
で
構
成
さ
れ
る
島
嶼

国
。人
口
約
30
万
人
。産
業
は
農
業
と
観
光
業
と
乏
し
い
。

養蜂作業風景

な
る
。今
で
は
、マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
は
国
を
代
表
す
る
輸

出
産
品
と
し
て
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
そ
の
品

質
を
保
証
し
、認
証
を
与
え
て
い
る
。

　
そ
の
ル
ー
ツ
は
、先
住
民
が
薬
と
し
て
重
用
。

代
々
、養
蜂
技
術
は
受
け
継
が
れ
、現
代
に
至
る
。

　
こ
う
し
た
伝
統
的
な
養
蜂
技
術
に
お
け
る
国
際

協
力
が
、地
元
の
雇
用
創
出
や
技
術
発
展
へ
大
き
く

貢
献
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　「
２
０
２
１
年
度 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
※
５
）中
小
企
業
・

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」に「
バ
ヌ
ア
ツ
共
和

国（
※
６
）で
の
、株
式
会
社
杉
養
蜂
園
に
よ
る
養
蜂

事
業
」が
選
出
。案
件
名
は「
生
物
多
様
性
保
全
と

女
性
の
社
会
参
加
に
貢
献
す
る
養
蜂
ビ
ジ
ネ
ス
の
た

め
の
案
件
調
査
」10
倍
を
優
に
超
え
る
応
募
総
数
の

な
か
、高
評
価
で
の
採
択
と
な
っ
た
。

　
そ
の
き
っ
か
け
は
、バ
ヌ
ア
ツ
で
観
光
業
を
営
む
日

本
人
か
ら
の
一
通
の
手
紙
。「
観
光
以
外
、産
業
に
乏

し
い
バ
ヌ
ア
ツ
。養
蜂
事
業
を
是
非
、行
い
た
い
の
で

協
力
し
て
欲
し
い
」仕
事
が
な
く
、収
入
が
乏
し
い

現
地
の
女
性
が
自
立
で
き
る
仕
事
と
し
て
、養
蜂
事

業
を
思
い
つ
い
た
日
本
人
か
ら
の
日
本
最
大
の
養
蜂

家
へ
の
熱
烈
な
ラ
ブ
レ
タ
ー
。そ
の
手
紙
を
契
機
に
、

バ
ヌ
ア
ツ
で
の
養
蜂
事
業
化
調
査
が
動
き
出
す
。

　
ま
ず
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ「
中
小
企
業
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
事
業
の
案
件
化
調
査（
中
小
企
業
支
援

型
）」へ
応
募
。事
業
化
調
査
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
。ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
養
蜂

事
業
を
手
掛
け
て
い
る
経
験
か
ら
、現
地
で
の
養
蜂

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
か
ら
生
ま
れ
る

新
し
い
事
業

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

ニュージーランド貿易経済促進庁本庁にて 米田社長（２０１９年）

　「海外はボーダレス」米田社長の言葉が強く印象に残る。成長に限界なし。仕入・製造・

販売とあらゆる段階で、海外とのパートナーシップから成長する余地は無限にある、との

自負だと理解している。

　国際協力機構
ジャイカ
JICA「中小企業・SDGsビジネス支援事業」に限らず、日本の中小企業の

技術を途上国の発展に役立てる様々な仕組みがある。国内で時代遅れとなりつつある技術

も途上国では大いに役立つ場合も。国連工業開発機関UNIDO東京事務所「サステナブル

技術普及プラットフォームSTePP」制度は、技術を登録（審査あり）、英語資料の作成や途上

国への紹介を行う。また、国際協力機構JICAインド事務所では、日本企業とインド企業との

連携を目的とする「SDGsビジネス共創ラボ（つながるラボ）」を設置。

　日本で「枯れてしまった技術」が途上国の持続可能な発展に役立つ分野は幅広く、ビジ

ネス展開により、SDGs17ゴール課題解決を成功させるサポート体制が急速に増えつつ

ある。
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